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K250周年祝賀・

ナンガパルバット51周年記念行事

に参カロして

中村 保

「１
９
８
１
年
、
Ｋ
２
西
稜
を
登
り
項

上
直
下
１０
層
の
と
こ
ろ
に
き
た
と
き
、

私
は
パ
ー
ト
ナ
ー
の
大
谷
映
芳
さ
ん
に

先
に
頂
上
に
立

っ
て
く
だ
さ
い
と
言

っ

た
。
が
、
大
谷
さ
ん
は

″
Ｋ
２
は
君
の

山
だ
、
先
に
上

っ
て
く
れ
″
と
私
を
促

し
た
。
―

お
互
い
譲
り
あ
っ
た
末
、

腕
を
組
ん
で
歩
き

一
緒
に
登
っ
た
。
２

人
同
時
に
８
０
０
０
属
峰
の
項
上
を
踏

ん
だ
の
は
世
界
で
初
め
て
で
し
ょ
う
」
。

祝
賀
会
で
の
ナ
ジ
ー
ル

・
サ
ビ
ル
さ
ん

の
講
演
の

一
節
で
す
。

ナ
ジ
ー
ル
さ
ん
は
１
９
７
７
年
に

故

・
吉
沢

一
郎
さ
ん
が
総
隊
長
で
２３
年

ぶ
り
に
Ｋ
２
の
第
２
登
を
果
た
し
た
日

本
山
岳
協
会
隊
に
参
加
し
た
が
、
自
身

は
サ
ミ
ッ
タ
ー
に
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
と
き
の
仲
間
４
人
は
ス
キ
ル

ブ
ル
ム
で
遭
難
し
今
は
な
い
こ
と
に
も

触
れ
、
日
本
と
Ｋ
２
の
関
わ
り
を
紹
介

し
て
く
れ
ま
し
た
。
形
式
ば
ら
な
い
秀

逸
な
話
で
し
た
。
１
９
８
１
年
の
西
稜

初
登
は
早
稲
田
大
学
隊
に
よ
る
快
挙
で
、

１
９
７
８
年
に
ボ
ニ
ン
ト
ン
隊
が
断
念

し
た
新
ル
ー
ト
の
初
登
攀
で
す
。
１
９

８
５
年
に
パ
キ
ス
タ
ン
を
来
訪
し
た
中

曽
根
総
理
は

「Ｋ
２
西
稜
の
登
山
の
よ

う
に
パ
キ
ス
タ
ン
と
日
本
は
手
に
手
を

携
え
て
進
み
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
た

そ
う
で
す
。
練
達
の
政
治
家
の
感
性
は

さ
す
が
で
す
。

ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
の
ヘ
ル
マ
ン

・

ブ
ー
ル
の
未
亡
人
オ
ウ
ゲ
ニ
エ
さ
ん
、

娘
さ
ん
の
ク
リ
ミ
エ
デ
さ
ん
も
当
然
招

待
さ
れ
、
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
日
本

人
に
は
た
い
へ
ん
親
近
感
を
も
っ
て
い

ま
す
。
ひ
と
つ
は

『ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ

ト
』
の
翻
訳
者

・
横
川
文
男
さ
ん
と
の

親
交
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
ピ

ッ
ケ

(1)
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ル
の
件
で
す
。
ヘ
ル
マ
ン

・
ブ
ー
ル
の

ピ

ッ
ケ
ル
の
発
見
者
は
池
田
壮
彦
氏
で
、

１
９
９
９
年
７
月
２８
日
に
項
上
直
下
１０

属
の
と
こ
ろ
で
見
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

返
還
式
は
２
０
０
４
年
４
月
２４
日
に
ザ

ル
ツ
ブ
ル
グ
郊
外
の

［山
は
呼
ぶ
］
と

い
う
博
覧
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
オ
ウ

ゲ
ニ
エ
さ
ん
は
し
き
り
に
懐
か
し
が
っ

て
お
り
、
日
本
の
皆
様
に
く
れ
ぐ
れ
も

よ
ろ
し
く
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
ち
ら

が
ド
イ
ツ
語
を
わ
か
れ
ば
も

っ
と
い
ろ

い
ろ
話
が
で
き
た
で
し
ょ
う
。

祝
賀
行
事
の
式
次
第
の
あ
ら
ま
し
を

紹
介
し
ま
す
。

主
催
者
　
パ
キ
ス
タ
ン
観
光
開
発
公
社

（「
”Ｆ
一のＳ
●
↓
〇
匡
ュ
∽８
∪
①く
の一〇
リ
ヨ
①ュ

０
０む
〇轟
餞
〇●
＝
コ
日
）０
）

会
議
　
２
０
０
４
年
７
月
１０
（土
）
イ
ス

ラ
マ
バ
ー
ド
、
マ
リ
オ
ッ
ト

・
ホ
テ
ル

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

・
セ
ツ
シ
ョ
ン

●
開
会
の
辞
　
パ
キ
ス
タ
ン
観
光
開
発

公
社
総
裁

●
挨
拶
　
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
観
光
担
当

大
臣
、
イ
タ
リ
ア
大
使
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
大
使
館
参
事
官

●
歓
迎
の
辞
　
州
政
府
少
数
民
族

・
文

化

・
ス
ポ
ー
ツ

・
青
少
年
担
当
大
臣

●
主
賓
挨
拶
　
パ
キ
ス
タ
ン
首
相

第
１
セ
ツ
シ
ョ
ン

●
テ
ー
マ
　
パ
キ
ス
タ
ン
の
山
と
Ｋ
２

お
よ
び
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
の
登
攀

●
主
賓
　
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
カ
シ
ミ
ー

ル
問
題

ｏ
北
方
地
域
担
当
大
臣

１
　
パ
キ
ス
タ
ン
の
山
の
紹
介

（パ
キ

ス
タ
ン
山
岳
会
会
長
）

２
　
Ｋ
２
と
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト

・
登

攀
の
歴
史
と
自
身
の
体
験

（ナ
ジ
ー

ル

ｏ
サ
ビ
ル
）

３
　
高
山
と
環
境
保
全

（パ
ー
ベ
ス

・

カ
ー
ン
＝
ラ
イ
タ
ー
）

４
　
来
賓
の
挨
拶

（イ
タ
リ
ア
山
岳
会

会
長
、
ネ
パ
ー
ル
山
岳
協
会
会
長
、
中

村
保
）

第
２
セ
ツ
シ
ョ
ン

●
テ
ー
マ
　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

・
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
環
境
保
護
、
貧
困
対
策

●
主
賓
　
州
政
府
環
境
問
題
担
当
大
臣

１
　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ｌ

ｏ
ツ
ー
リ
ズ
ム

現
状
と
展
望

（ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
財

団
理
事
長
）

２
　
環
境
保
護
と
高
山
の
清
掃
作
戦

（ア
イ
シ
ャ
・
カ
ー
ン
Ｍ
Ｇ
Ｐ
Ｏ
）

３
　
エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
環
境
保

全

・
貧
困
対
策

（Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
パ
キ
ス
タ

ン
代
表
）

バ
キ
ス
タ
ン
首
相
招
待
に
よ
る
夕
食
会

―

‐公
園
の
野
外
で

懇
親
ツ
ア
１
　
２
０
０
４
年
７
月
Ｈ
～

１５
日
　
北
部
地
域
ギ
ル
ギ

ッ
ト
、
ス
カ

ル
ド
ヘ

７
月
１１
日
　
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
ー
ギ
ル

ギ

ッ
ト

（カ
ラ
コ
ラ
ム

・
ハ
イ
ウ
エ
ー

を
２０
時
間
）

７
月
１２
日
　
ギ
ル
ギ

ッ
ト
ー
ス
カ
ル
ド

７
月
１３
日
　
ス
カ
ル
ド
周
辺
観
光

７
月
１４
～
１５
日
　
ス
カ
ル
ド
ー
イ
ス
ラ

マ
バ
ー
ド

パ
キ
ス
タ
ン
政
府
の
精

一
杯
の
段
取

り
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
山
岳
地
帯
の

環
境
保
全
に
つ
い
て
映
像
を
最
大
限
活

用
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
し
た
。
真

面
目
な
取
り
組
み
が
よ
く
ア
ピ
ー
ル
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
初
日
の
会
議
に
は
プ

レ
ス
関
係
者

（Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
読
売
新
聞
も

出
席
）
を
含
め
て
３
０
０
人
以
上
の
ひ

と
が
出
席
し
盛
況
で
し
た
。
主
催
者
側

の
力
の
入
れ
よ
う
は
、
首
相
を
は
じ
め

政
府
関
係
者
の
ホ
ス
ト
側
の
顔
ぶ
れ
を

見
れ
ば
意
図
が
伝
わ
り
ま
す
。

が
、
ナ
ジ
ー
ル
さ
ん
が
指
摘
す
る
よ

う
に
登
山
界
を
知
ら
な
い
政
府
官
僚
の

発
想

・
対
応
へ
の
批
判
も
あ
る
よ
う
で

す
が
、
い
た
し
か
た
な
い
と
こ
ろ
で
し

ょ
う
。
日
本
大
使
の
挨
拶
は
当
初
は
予

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
日
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
か
ら
は
消
え
て
い
ま
し
た
。
い

さ
さ
か
残
念
で
し
た
。
外
国
人
ゲ
ス
ト

の
挨
拶
で
は
イ
タ
リ
ア
山
岳
会
会
長
、

ネ
パ
ー
ル
山
岳
会
会
長
の
後
に
突
然
私

が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

ま
っ
た
く
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
面
喰
い
ま
し
た
。
下
手
く
そ
な
挨

拶
で
し
た
が
、
結
果
と
し
て
は
日
本
人

の
存
在
を
印
象
づ
け
た
と
は
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
私
は
日
本
山
岳
会
の
コ
Ｓ
”
‐

●
ｏ
∽①
≧
り
Ｆ
①
Ｚ
①妻
∽』
編
集
人
な
ら
び

に
評
議
員
の
立
場
で
外
国
人
グ
ス
ト
の

ひ
と
り
と
し
て
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
日

本
山
岳
会
か
ら
平
山
会
長
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
て
宮
森
常
雄
氏
の

『カ
ラ
コ

ル
ム

・
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
登
山
地
図
』

を
主
催
者
側
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
外
国
人
グ
ス
ト
は
２６
人
で

す
。
招
待
状
は
飛
行
機
代
か
ら
現
地
の

費
用
ま
で
す
べ
て
負
担
し
て
く
る
ケ
ー

ス
と
現
地
の
費
用
の
み
を
負
担
し
て
く

れ
る
ケ
ー
ス
の
２
通
り
が
あ
っ
た
よ
う

(2)
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で
す
。
招
待
状
が
誰
に
出
さ
れ
た
か
、

そ
の
全
貌
と
選
択
の
基
準
は
は
っ
き
り

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
か
ら
は
私
と

富
山
の
佐
伯
尚
幸
さ
ん
の
２
人
だ
け
が

参
加
し
ま
し
た
。
日
本
へ
の
招
待
状
は

私
と
佐
伯
さ
ん
以
外
に
は
日
本
山
岳
協

会
会
長
田
中
文
男

・
神
崎
忠
男

・
大
谷

映
芳

・
坂
井
広
志

・
遠
藤
由
加
の
諸
氏

に
送
ら
れ
た
と
ナ
ジ
ー
ル
さ
ん
は
言

っ

て
い
ま
し
た
。

外
国
人
は
イ
タ
リ
ア
山
岳
会
会
長
と

副
会
長
、
英
国
山
岳
評
議
会

（”
『こ
のＦ

ソ
ハ
〇
匡
●
一”【●
①
の
「一目
的
０
０
Ｌ
●
〇
〓
）
△
ム
巨区
、

ネ
パ
ー
ル
山
岳
協
会
会
長
が
組
織
を
代

表
す
る
立
場
で
参
加
、
ヘ
ル
マ
ン

・
ブ

ー
ル
の
未
亡
人
と
娘
さ
ん
が
特
別
参
加
、

そ
の
他
ネ
パ
ー
ル
、
ス
イ
ス
、
オ
ラ
ン

ダ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
リ
ト
ア
ニ
ア
か
ら

の
参
加
で
、
我
々
に
と

っ
て
知
名
度
の

高
い
人
た
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

シ
ョ
ー
ト

・
ノ
ー
テ
ィ
ス
だ

っ
た
た
め

参
加
で
き
な
い
人
も
い
た
よ
う
で
す
。

登
山
関
係
の
国
際
的
な
祝
賀
会
と
し

て
は
ボ
ナ

ッ
テ
ィ
や
メ
ス
ナ
ー
、
ク

ル
ト

・
デ
ィ
ー
ン
ベ
ル
ガ
ー
の
よ
う
な

ス
ー
パ
ー

・
ス
タ
ー
が
い
な
い
顔
ぶ
れ

は
華
や
か
さ
に
欠
け
る
催
し
だ

っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
の

重
鎮
の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ア

メ
リ
カ
は
癌
患
者
で
初
め
て
エ
ヴ
ェ
レ

ス
ト
に
登
項
し
た
ウ
オ
ー
マ
ー
さ
ん
に

招
待
状
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
参
加
し
て

い
ま
せ
ん
。

懇
親
ツ
ア
ー
の
ギ
ル
ギ

ッ
ト
、
ス
カ

ル
ド
ヘ
の
旅
行
は
ハ
ー
ド
で
し
た
。
タ

イ
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
大
使
と
そ
の
関
係

者
な
ど
も
加
わ
り
、
７
台
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
に
分
乗
し
て
の
強
行
軍
で
し
た
。

軍
隊
と
警
察
の
９
車
に
先
導
さ
れ
、
い

た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
ス
ト

を
外
交
官
扱
い
で
優
先
的
に
通
過
し
ま

し
た
。
危
険
は
な
い
と
い
っ
て
い
ま
し

た
が
、
不
穏
な
情
勢
で
あ
る
こ
と
は
警

戒
の
厳
し
さ
が
物
語

っ
て
い
ま
し
た
。

通
過
地
点
の
チ
ラ
ス
で
は

「祝
Ｋ
２

５０
周
年
」
の
横
断
幕
が
か
か
り
、
ギ
ル

ギ

ッ
ト
で
は
地
方
政
府
の
高
官
が
歓
迎
、

ス
カ
ル
ド
で
は
ポ
ロ
競
技
場
の
横
の
バ

ザ
ー
ル
に
イ
タ
リ
ア
歓
迎
の
垂
れ
幕
が

張
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
が
ス

カ
ル
ド
に
博
物
館
を
つ
く
る
計
画
が
あ

る
と
聞
き
ま
し
た
。

記
憶
に
残
る
旅
で
し
た
。
イ
タ
リ
ア
、

英
国
、
ス
イ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
の
グ
ス
ト
と
同
じ
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
３０
時
間
と
も
に
過
ご
し

ま
し
た
。
親
し
く
な
る
絶
好
の
機
会
で

す
。
国
際
会
議
の
行
事
で
の
楽
し
み
で

す
。
だ
ん
だ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
の
人
柄
が

分
か
っ
て
き
ま
す
。

一
番
驚
い
た
の
は
イ
タ
リ
ア
山
岳
会

会
長

・
副
会
長
の
こ
と
で
す
。
２
人
と

も
英
語
が
話
せ
な
い
の
で
通
訳
の
女
性

を
連
れ
て
き
て
い
ま
し
た
。
会
議
の
日

は
た
い
へ
ん
寡
黙
で
お
と
な
し
い
人
た

ち
と
の
印
象
を
持
ち
ま
し
た
が
、
あ
に

は
か
ら
ん
や
、
実
際
は
饒
舌
で
陽
気
な

方
々
で
し
た
。
バ
ス
の
な
か
で
は
イ
タ

リ
ア
語
で
喋
り
ま
く
り
、
そ
の
う
ち
歌

に
な
り
ま
し
た
。
オ
ー
ソ
レ
ミ
オ
、
サ

ン
タ
ル
チ
ア
、
後
は
知
ら
な
い
歌
を

延
々
と
歌
い
続
け
ま
す
。
同
乗
者
の
皆

さ
ん
は
拍
手
を
お
く
り
ま
す
。
ョ
ー
ロ

ッ
パ
の
人
た
ち
に
溶
け
込
む
の
は
努
力

が
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
お
陰
で
イ
タ

リ
ア
山
岳
会
会
長
の
ガ
ブ
リ
エ
ラ

・
ビ

ア
ン
キ
さ
ん
と
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
新
し
い
収
穫
で
し
た
。

100周年記念事業募金のお礼とお願い

記念事業の推進 を支 えるための会員募金について

は、総額4000万 円 を目標 に、 3年間 にわたって年

3000円 以上の募金 を していただ くべ く会員の皆 さ

まにお願い してまい りました。2003年 中に約3分の 1

の会員の方か ら644万 円の募金 をいただき、2004年

に入 って約856万 円の募金 をいただき、計1500万 円

となりました。募金 をして くださった方の総数 もほ

ぼ―半数 となりました。

ご協力に対 して厚 く御礼申 し上げます。来年 3度

募金委員会

目の募金 をして くださるように改めてお願いすると

ともに、まだご協力いただいていない会員には、100

周年記念事業について改めて理解 を深めていただき、

募金 をして くださるよう心からお願い申 し上げます。

振込用紙がお手元にない方は、遠慮なくお申 し出 く

ださい。事務局か らお送 りいた します。

郵便局の振込先 は「口座番号 :00150-7-739421

口座名 :百周年事業募金委員会」です。どうぞよろ

しくお願い申 し上げます。

(3)
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ン 、 グスタ

創立 100周年記念事業「図書展示会」(仮称)について

図書展準備委員会 平丼 吉夫

趣旨 創立100周年を記念して日本山岳会の貴重本を一般公開する。

本会図書室の開設は1929年に遡る。1945年 5月の戦災で一切の蔵書を失ったが、その後の購買、寄贈な

どにより、現在の蔵書数は、和書約11000冊、洋書約3700冊。そのなかから古典を中心に登山史上価値のあ

るもの、日本山岳会の歴史・事業に関するもの、稀観本を優先し、和書約66点、洋書約56点 を選んで一般

に公開する。洋書で邦訳書があるものはそれも併せて展示する。なお本会機関誌『山岳』創刊号から最新

号まで数十冊を選び別に展示する。

開催期間 2005年10月 上旬の 2週間程度

展示会場 「丸善」丸の内新社屋 4階ギャラリー(約

50坪 )

日本山岳会は1935年 と1948年 に丸善において総

合的な山岳図書の展覧会を開催している。今回の展

示会に(株)丸善は新社屋竣工 1周年記念事業として協

賛し、会場使用料を負担する。なお当初、丸善の支

店のある札幌、名古屋、京都、福岡でも開催を検討

していたが、場所の広さの均一がとれないなど技術

上の問題、運搬費など予算上の問題から、地方での

開催は今のところ見合わせることにした。

併設 会場にビデオコーナーを設け、本会所蔵のフ

ィルムを上映する。壁面を利用してできるだけ展示

図書に沿った山岳写真を展示する。

図録の作成 展示図書の書評的解題、図書のカラー

写真を付した図録を作成し、しかるべき価格で頒布

する。B5判、112ペ ージ、1000部刊行の予定。

予算 総額260万 円 (展示80万 円、カタログ180万

円)の予定。

展示図書
●和書 「明治以前の愛山家・探検家」「日本山岳会

創立前後一近代登山の黎明」「山に遊んだ明治の文

人」「アルピニズムの成立」「日本の山旅 開拓と逍

遥 静観と思索」「マナスルとエヴェレスト」の項に

分け、谷文見『日本名山図会』、松浦武四郎『石狩日

誌』、高島北海『欧州山水奇勝』、高頭式『日本山嶽

志』、志賀重昂『日本風景論』、小島鳥水『山水無尽

蔵』、志村鳥嶺『千山万岳』、日本山岳会『高山深谷』、

川口慧海『西蔵旅行記』(明治36年大阪毎日新聞連載

の全切り抜きを添える)、 石田吟松『山の画帳』(ウ

ェストンが描かれている)、 野中至『富士案内』、幸

田露伴『枕頭山水』、大町桂月『一蓑一笠』、鹿子木

員信『アルペン行』、辻村伊助『スウイス日記』(自

作の遺稿を添える)、 槙有恒『山行』、板倉勝宣『山

と雪の日記』、藤木九二『雪・岩 0アルプス』、長谷

川伝次郎『ヒマラヤの旅』、大島亮吉『山 研究と随

想』、竹節作太『ナンダコット登頂』、今西錦司『山

岳省察』、冠松次郎『黒部渓谷』、武田久吉『尾瀬と

鬼怒沼』、本暮理太郎『山の思ひ出』、田部重治『日

本アルプスと秩父巡礼』、原全教『奥秩父』、尾崎喜

八『山の絵本』、西岡一雄『泉に聴く』、高橋文太郎

『山の人達』、松井幹雄『霧の旅』、加藤文太郎『単独

行』などを展示する。

●洋書 「アルプス登山の黎明期～アルピニズムの

誕生」「アルプスからコーカサス・中央アジアヘ」

「ウェストンの日本アルプス」「ヒマラヤ探検と登山

の時代」「エヴェレストヘの道」「ヒマラヤ黄金時代」

の項に分け、ソーシュール、フォーブス、ウィリス、

ティンダル、ラスキン、ウィンパー、デント、カニ

ンガム、クールリッジ、ヤング、ジャビュル、タケ

ット、ママリー、フレッシュフィール ド、メルツバ

ッハー、デシ、リックマーズ、シュタイン、ヤング

ハズバンド、ウェストン、フーカー、コンウェイ、

ローリング、バラード、フィリピ、ウォークマン、

バウアー、ティルマン、シプ
:..::|:::|:::::::::::::::::::|

ブルース、ラトレッジ
11::妻 :|:ヽ

ン
ーグなどの著書を展示灘:る 。

ト

ト
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蜘
靴
　
　

陣

ロゴヒ
鵬
　
　
ョ

歩

モ
．
　

本

イ

ウ

　

　

江

ァ
郎

Ｆ
ｌ
ｌ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ア
ル
プ
ス
を
代
表
す
る

山
、
ア
イ
ガ
ー

（３
９
７
０
屑
）
は
、
北

壁
を
抱
え
て
い
る
こ
と
で
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム

の
歴
史
で
頻
繁
に
登
場
す
る
。
と
り
わ
け

有
名
な
の
が
１
９
３
６
年
の
悲
劇
と
３８
年

の
初
登
攀
の
ド
ラ
マ
だ
。

ベ
ル
リ
ン
五
輪
の
開
催
さ
れ
た
１
９
３

６
年
夏
、
２
人
の
ド
イ
ツ
人

（ア
ン
ド
レ

ア
ス
・
ヒ
ン
タ
ー
シ
ュ
ト
イ
サ
ー
と
ト
ニ

ー

・
ク
ル
ツ
）
、
２
人
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア

人

（ウ
ィ
リ
ー

・
ア
ン
グ
ラ
ー
と
エ
デ
ィ

ー

。
ラ
イ
ナ
ー
）
か
ら
成
る
４
人
パ
ー
テ

ィ
ー
が
北
壁
を
目
指
し
た
。
ド
イ
ツ
の
国

威
発
揚
の
場
と
考
え
た
ヒ
ト
ラ
ー
は
初
登

攀
を
な
し
と
げ
た
勇
者
に
金
メ
ダ
ル
を
与

え
る
、
と
宣
言
、
異
様
な
注
目
の
中
で
の

登
攀
だ
っ
た
。

北
壁
に
は
３
か
所
に

「雪
田
」
が
あ
る
。

４
人
は
登
攀
３
日
目
と
な
る
７
月
２１
日
、

前
年
２
人
の
ド
イ
ツ
人
登
山
家
が
凍
死
し

た
第
３
雪
田
の
上
部

「死
の
ビ
バ
ー
ク
」

と
い
わ
れ
る
地
点
直
下
ま
で
達
し
た
が
天

候
の
急
変
で
退
却
を
強
い
ら
れ
た
。
し
か

し
、
ロ
ー
プ
を
結
ん
で
い
な
か
っ
た
ヒ
ン

タ
ー
シ
ュ
ト
イ
サ
ー
は
下
方
に
ト
ラ
バ
ー

ス
し
よ
う
と
し
て
墜
死
、
落
石
で
負
傷
し

て
い
た
ア
ン
グ
ラ
ー
も
墜
落
し
、
ロ
ー
プ

で
首
が
締
ま
り
窒
息
死
し
た
。
ラ
イ
ナ
ー

は
支
点
ま
で
ロ
ー
プ
に
引
っ
張
ら
れ
て
北

壁
で
動
け
な
く
な
り
凍
死
し
た
。

た
だ
ひ
と
リ
ク
ル
ツ
だ
け
が
、
２
人
と

ロ
ー
プ
で
つ
な
が
れ
た
ま
ま
宙
吊
り
状
態

で
生
き
残

っ
た
。
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
鉄
道
の

北
壁
に
く
り
ぬ
か
れ
た

「穴
」
づ
た
い
に

向
か
っ
た
救
援
隊
は
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
に

邪
魔
さ
れ
て
ク
ル
ツ
の
姿
を
と
ら
え
ら
れ

ず
、
嵐
の
夜
を
ク
ル
ツ
は
宙
吊
り
の
ま
ま

耐
え
た
。
翌
朝
、
凍
り
つ
い
た
左
腕
を
か

ば
い
な
が
ら
指
示
に
従

っ
て
ク
ル
ツ
は
壁

を
下
り
、
最
初
に
ア
ン
グ
ラ
ー
の
体
か
ら
、

次
に
ラ
イ
ナ
ー
の
遺
体
ま
で
登
っ
て
、
自

分
を
縛
り
付
け
て
い
た
ロ
ー
プ
を
切
っ
た
。

そ
れ
を
１
本
の
ロ
ー
プ
に
つ
な
ぎ
、
懸
垂

下
降
を
開
始
し
た
。

アイガー北壁。クモはどこに?

(04年 8月 17日 、宮坂永史)

ロ
ー
プ
は
、
地
上
ま
で
３
日川
足
り
な
か

っ
た
。
や
む
な
く
そ
の
分
の
ロ
ー
プ
を
足

し
て
下
降
を
続
け
よ
う
と
し
た
が
、
不
運

に
も
結
び
目
の
瘤
が
カ
ラ
ビ
ナ
に
ひ
っ
か

か
っ
た
。
救
援
隊
の
人
々
の
目
の
前
で
ク

ル
ツ
は
力
尽
き
た
。

２
年
後

の
１
９
３
８
年

７
月
２０
日
、

ハ

イ
ン
リ

ッ
ヒ

．
ノ
‐
ラ
ー
と
フ
リ

ッ
ツ

・

カ
ス
パ
レ
ク
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
チ
ー
ム

が
登
攀
を
開
始
し
た
。
ア
ン
ド
レ
ア
ス

・

ヘ
ッ
ク
マ
イ
ヤ
ー
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ

ｏ

フ
ェ
ル
ク
の
ド
イ
ツ
・
ペ
ア
が
後
を
追
い
、

翌
日
２
隊
は

一
緒
に
登
る
こ
と
に
合
意
し

た
。
３
つ
の
雪
田
を
登
り
き
り
頂
上
直
下

の

「白
い
ク
モ
」
と
呼
ば
れ
る
難
所
に
さ

し
か
か
っ
た
地
点
で
嵐
と
な
っ
た
。

「こ
の
ク
モ
の
体
は
、
氷
と
永
遠
の
雪
か

ら
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。
そ
の
長
さ
が
１

０
０
口川
も
あ
る
手
足
も
白
い
」
と
後
に
ハ

ー
ラ
ー
は
著
書
「白
い
ク
モ
」
で
書
い
て
い

る
が
、
４
人
は
雪
と
氷
の
奔
流
に
必
死
で

耐
え
２４
日
、
遂
に
初
登
攀
を
な
し
と
げ
た
。

北
壁
は
全
体
が
真

っ
白
に
な
っ
て
い
た
。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
史
上
、
多
く
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
生
ん
だ
ア
イ
ガ
ー
北
壁
は
、
氷
と

雪
田
の
登
攀
が
カ
ギ
と
思
い
込
ま
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、

『ｏ
夢
Ｂ
Ｆ
Ｌ

誌
９
月

号
の
記
事
を
読
ん
で
驚
い
た
。

「メ
デ
〓
①
∽
づ
〓
①『
げ
０００８
①の
”
Ｆ
ＯＦ
ヨ
〓
〇ヨ

（″白

い
ク
モ
″
は

″毒
グ
モ
″
に
）」
と

い
う
見
出
し
の
そ
の
記
事
は
、
ア
イ
ガ
ー

北
壁
の
登
攀
を
象
徴
す
る
そ
の

「白
い
ク

モ
」
も

「３
つ
の
雪
田
」
も
ほ
と
ん
ど
消

え
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と
報
告
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

同
誌
は

「夜
間
、
ア
イ
ガ
ー
が
岩
の
崩

落
を
起
こ
し
、
朝
に
な
る
と
砕
け
散

っ
た

岩
が
出
す
煙
で
北
壁
は
か
す
ん
で
い
る
」

と
い
う
地
元
ガ
イ
ド
の
証
言
を
紹
介
し
、

ガ
イ
ド
た
ち
は

「１
９
３
８
年
の
ル
ー
ト

は
い
ま
や
避
け
る
よ
う
に
警
告
し
て
い

る
」
と
伝
え
て
い
る
。

こ
の
８
月
、
ア
イ
ガ
ー
北
壁
を
撮
っ
た

友
人
の
カ
メ
ラ
マ
ン
、
宮
坂
の
写
真
を
見

て
も
、
確
か
に
名
物
の
雪
田
は
ほ
と
ん
ど

消
え
、
頂
上
直
下
の

″白
い
ク
モ
″
の
手

足
も
極
端
に
短
く
な
っ
て
い
る
。

１
年
前
の
こ
の
コ
ラ
ム
で

「熱
波
の
ア

ル
プ
ス
」
と
題
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ア
ル

プ
ス
の
異
変
に
つ
い
て
書
い
た
が
、
ど
う

や
ら
昨
年
夏
の
異
常
高
温
が
、
ア
イ
ガ
ー

に
も
影
響
を
与
え
た
よ
う
だ
。
ス
イ
ス
だ

け
で
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
モ
ニ
周
辺

の
古
典
的
な
岩
場
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
同

じ
こ
と
が
言
え
る
よ
う
だ
。
氷
河
が
短
か

く
な
っ
た
の
と
同
様
、
岩
場
か
ら
雪
、
氷

が
消
え
、
以
前
は
な
か
っ
た
崩
壊
が
あ
ち

こ
ち
で
起
き
て
い
る
と
い
う
。

多
く
の
生
命
を
呑
み
、
″人
食
い
岩
壁
″

と
も
称
さ
れ
た
ア
イ
ガ
ー
北
壁
。
そ
こ
に

「白
い
ク
モ
」
が
い
な
い
な
ん
て
。
想
像

で
き
な
い
。

(5)
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が多いためか、木陰や石の間に菓子のパ ッケー

ジやペ ッ トボ トル等のゴ ミが見受けられ、早い

者勝 ちで これ らを拾 って下山 した。

第 2回 目の参加者 は、照内、山内、赤石秀之、

葉華子、水野恵子、山本久子の 6名 と本部分水

嶺踏査委員会の宮崎紘一、森武昭の 2名。 7月

24日 大弛峠小屋前に参集。16時半頃 より古屋学

而支部長 をは じめとす る17名 の山梨支部会員 と

情報交換 をかねた懇親会 を催す。甲州 ワイン、

旬の葡萄 と桃で飲み歌 う。静岡を出発 した時は

30度 を超 していたが、ここでは真夏で も20度程

度だとい う。平均年齢は6研t半ばを越 えていた

と思 うが、合唱の山の歌 は雷雲 を蹴散 らすばか

りであった。

25日 6時に 8名 は国師 ヶ岳か ら甲武信 ヶ岳ヘ

と出発。山梨支部員は金峰山へ と向かった。登

山路は整備 されてお り、木道・木段が前国師の

近 くまで設置 されていた。標高2271.6m(東梓 )

の三角点は盤石のみが地表 に露出 して標石 は皆

無であった。照内 と女性 3名 は甲武信小屋泊 ま

り。他の4名 は項 より往路 を帰 る。逆 コースの国

師への登 りには苦労 した。

三国峠～甲武信～大弛峠の踏査は、約30km、

一般ルー トで問題 な く終了。GPSに よる高度測

定 を行ったが地形図表記の高度 との差異は小 さ

かった。山梨支部の人たちとも親睦 を深めるこ

とがで きて、有意義な山行であった。

(山 内 員行 )

大弛峠での山梨支部との情報交換懇親会

高齢化を乗り越えて !!

秋田支部担当の分水嶺 は、およそ310kmあ り、

山 712-200409020(第二種郵便物認可)

その うち 3分の 2ほ どには踏跡す らない。接す

る隣県は青森・岩手・宮城の 3県、その大方は

岩手県 との県境 にある。

当秋田県に接す る分水嶺 については、隣県の

3支部 とで、それぞれ分割 しての担当区間は定

めず、お互い好 きな時期 に好 きな区間をそれぞ

れ実施 してい くことに決めている。従 って、踏

査済区間をお互い報告す ることには しているが、

重複区間の生ず ることはやむをえない。

また、当支部では募集形式はとらず、支部会

員 と一部有志で実施 している。登山路のある分

水嶺以外は、一部会員の高齢化に伴 って藪 こぎ

はなるべ く避 け、残雪期に主力をお くことに し

ている。

主カメンバ ーもほとんどが50代半ばか ら60代

後半 とな り、以前のようにテン ト泊での縦走 は

無理であり、ほとんど日帰 りである。従 って、

朝暗い うちか ら夜遅 くまでの行動 となる。

また、実施 は天候次第 としてお り、天候 が悪

ければいつで も中止。 これが支部会員以外に募

集で きない要因のひ とつ ともなっている。

なお、当支部担当区間は、関係支部以外の方々

にも自由に踏査 していただ くことを歓迎 してい

る。その際は、当方で知 っている限 りの情報 を

提供 したい。

現在、踏査終了区間は20%程度、今春 は北栗

駒山周辺 と十和田湖方面 を実施 したが、交通規

制 と雪不足が問題であった。特に、国道の冬期

閉鎖 と林道の除雪が行われていなかったことに

は困惑 した。

高齢化 とアプローチの利便性、この ことが当

支部の分水嶺踏査の最大の問題 となっている。

なお、6月 29日 の秋田魁新報 に、「東北の背骨

を踏査」 と題 し、当支部の分水嶺調査が大 きく

報道 された。       (佐 々木 民秀 )

(6)

柏峠から望む東山への分水嶺を行く支部会員
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中国山地低山の厳しさを実感 !!

北九州支部の分水嶺踏査区間は、山口県東部

の島根県境の仏峠か ら福岡県の平尾台 までであ

る。 2月 に東京で開催 された中央分水嶺踏査 シ

ンポジウムで、参加者か ら山口県の分水嶺踏査

は困難 との発言 も出た。 4月 にさっそく、支部

の最強に近いメンバーで仏峠か ら野道山 0野道

峠 までの踏査登山を実施 した。厳 しい藪 こぎと

体力の消耗 により予定の 3分の 1を残 した。予

想通 りの結果になぜか納得 して しまった。中国

山地の低 山は極めて手強い。

北九州支部の担当す る区間は、おそらく全国

の踏査区間の中で平均標高の最 も低い山域 と思

われ る。海抜マイナス59m(関門海底 トンネル )

か ら最高で野道山の924mである。

山口県 を東部・中部・西部に 3分割 し、北九

州 を 1区間として、全体 を 4区間 とし、全支部

会員 を 4チームに編成 し、それぞれに リーダー

を配 した。分水嶺の山域 には、マムシ・スズメ

バチが多 く危険なので、 6月 か ら 9月 までは踏

査 を休止 している。最近 も山口県東部で熊が出

没 したとのニュース報道があった。北九州支部

の現在の進捗状況は全体の15%強である。10月

か ら気合 を入れて踏査す る予定である。

本州 と九州の両地域の踏査は、北九州支部の

特性 をよく表 している。支部会員の85%が九州

に在住 し、逆に担当分水嶺の山口県に占める割

合は80%で ある。当初、九州在住の会員は山口

県の山についてあまり情報 を持 ってなかった。

しか しなが ら、25000分の 1の地図 を読み込ん

で、丹念 に分水嶺の線 を地図上に記入 し、磁石

とGPSを携行 しての登山は、多 くの情報 を収集

し、知識 を深めることがで きた。山登 りの原点

に戻 った山行は興味が湧いて楽 しい。

4月 の支部総会の際、重廣恒夫氏 より藪 こぎ

用の手袋 をプレゼン トされ、重宝 している。支

部では、踏査山行参加者に記念品 として配布 し

ている。 1年間使用で きる優れたもの との評。

本州 と九州の間の関門海峡は、歴史的に戦の

場であった。源氏 と平家、武蔵 と小次郎、そ し

て幕末の長州 と幕府軍等である。 この海峡 を今

回の中央分水嶺踏査登山では、関門海底 トンネ

ル (人道)を歩いて渡 り、 1本の線で結ぶ。意

義のある活動である。    (板 倉 健― )

大弛峠で山梨支部と情報交換会

静岡支部は中央分水嶺が本県上にないため、

山梨県三国峠か ら甲武信 ヶ岳、国師 ヶ岳、大弛

峠の稜線 を歩 くことになった。

第 1回 目の参加者 は、大石惇支部長、照内豊、

八木功、室伏偉男、山内具行、長谷川廣司、大

村武敬、小川正育の 8名。 6月 1、 2日 にかけ、

霧雨の中、三国峠に集 まり十文字峠 に 1泊 し、

甲武信 ヶ岳に登 り毛木平へ下った。十文字小屋

周辺のアズマシャクナゲの群生は、今 を盛 りと

咲いていた。甲武信山項 には、環境省、山梨百

名山等の標柱や巨大 なケル ンが積 まれ、昨今の

百名山ブームを象徴 している観 がある。信濃川

(千曲川 )、 荒川、笛吹川 (富士川)の分水嶺 を

歩 き、山項か ら250mほ ど下ったところに、信濃

川源流の大 きな標識。マイヅル ソウ、ゴゼンタ

チバナを林縁にながめ、源流か ら遊歩道のよう

な路 を毛木平へ下った。道中は源流への散策者

(7)

鐵 機難 鸞

:i漱碁:
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同
好
会
連
絡
会
議
開
催

７
月
１２
日
（月
）
１９
時
か
ら

「平
成
１６

年
度
同
好
会
連
絡
会
議
」
が
本
会
ル
ー

ム
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
藤
本
総
務
担
当
常
務
理
事

よ
り
来
年
に
迫

っ
た
日
本
山
岳
会
創
立

１
０
０
周
年
に
あ
わ
せ
た
各
種
記
念
事

業
計
画

（事
業
組
織
や
海
外
登
山
、
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
企
画
、
記
念
誌
刊
行
、
中

央
分
水
嶺
踏
査
、
式
典
）
の
説
明
お
よ

び
上
高
地
山
研
の
利
用
奨
励
や
同
好
会

へ
の
今
後
の
希
望
が
あ
り
、
次
い
で
贄

田
総
務
理
事
に
よ
り
前
記
事
業
の
寄
付

金
状
況
や
例
年
の

「
ル
ー
ム
利
用
上
の

注
意
」
と
山
岳
保
険
概
況
に
関
す
る
説

明
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
、
各
同
好
会
の
活
動
状
況
、

会
員
数
な
ど
の
現
状
の
紹
介
や
、
分
水

嶺
踏
査
の
進
捗
状
況
の
交
換
報
告
と
質

疑
が
あ
り
、

２１
時
散
会
し
た
。

特
に
今
回
は
、
過
半
数
を
占
め
る
首

都
圏
会
員
が
会
に
携
わ
る
た
め
の
有
効

な
場
と
し
て
の
同
好
会
の
位
置
づ
け
が

お
お
い
に
期
待
さ
れ
る
と
の
認
識
が
伝

達
さ
れ
た
。
　

　

　

　

（畠
中
　
丘
）

気
象
講
座

「異
常
気
象
」

７
月
１５
日
、
元
気
象
協
会

・
城
所
邦

夫
会
員
に
よ
る
、
異
常
気
象
の
講
座
が

開
か
れ
た
。

１
　
異
常
気
象
と
は

一
般
に
は
過
去
に
経
験
し
た
気
象
現

象
か
ら
大
き
く
外
れ
た
現
象
を
い
う
。

気
象
庁
で
は
世
界
気
象
機
関
の
規
定
に

従
い
、
「３０
年
に
１
度
ま
た
は
そ
れ
よ
り

稀
に
し
か
な
い
気
象
」
あ
る
い
は

「社

会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
気
象
」
と

い
う
２
種
類
の
基
準
で
判
定
を
行

っ
て

い
る
。
異
常
気
象
は
次
の
３
つ
に
大
別

さ
れ
る
。

①
短
期
間
に
社
会
や
人
命
に
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
気
象
現
象
で
、
台
風
な
ど

に
よ
る
強
風
、
大
雨
、
洪
水
、
土
砂
崩

壊
、
構
造
物
倒
壊
、
晩
霜
に
よ
る
農
業

災
害
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

②
ｌ
か
月
以
上
に
わ
た
っ
て
平
年
よ
り

著
し
く
偏

っ
た
天
候
。
気
象
の
平
均
値

は
過
去
３０
年
間
の
平
均
で
あ
る
の
で
、

過
去
３０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
観
測
さ
れ

な
か
っ
た
異
常
天
候
。

③
月
々
の
天
候
は
平
年
か
ら
わ
ず
か
し

か
偏

っ
て
い
な
い
が
、
何
か
月
も
同
じ

状
態
が
続
い
て
被
害
が
生
じ
た
場
合
。

２
　
最
近
の
異
常
気
象
と
気
候
変
動

最
近
は
世
界
各
地
で
異
常
高
温
、
異

常
多
雨
が
増
加
し
て
い
る
が
、
日
本
で

は
異
常
多
雨
は
減
少
、
異
常
少
雨
が
増

加
し
て
い
る
。

地
上
気
温
は
過
去
１
０
０
年
間
に
世

界
全
体
で
約
Ｏ

ｏ
６
℃
上
昇
、
日
本
で

は
約
１
℃
上
昇
し
た
。
ま
た
観
測
史
上

記
録
的
な
高
温
状
態
が
続
い
て
い
る
。

降
水
量
は
世
界
的
に
増
加
し
て
お
り
、

特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
北
ア
ジ
ア
の
冬
の

降
水
量
の
増
加
が
著
し
い
。

海
洋
の
表
面
温
度
は
上
昇
し
て
い
る
。

オ
ゾ
ン
量
は
低
緯
度
域
を
除
い
て
減
少
、

南
極
の
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
は
毎
年
の
よ
う

に
大
規
模
に
発
生
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
現
象
に
は
、
二
酸
化
炭
素

の
増
加
に
伴
う
地
球
温
暖
化
や
数
十
年

程
度
の
時
間
規
模
で
繰
り
返
さ
れ
る
自

然
変
動
、
さ
ら
に
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象

な
ど
が
関
与
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

二
酸
化
炭
素
の
排
出
が
継
続
す
る
と
、

１
０
０
年
後
に
は
地
上
気
温
は
１
℃
か

ら
３

・
５
℃
上
昇
、
特
に
北
半
球
高
緯

度
の
大
陸
で
昇
温
が
大
き
い
。
海
水
面

は
平
均
１５
考
か
ら
９５
考
上
昇
す
る
。

３
　
異
常
気
象
を
も
た
ら
す
主
な
要
因

①
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
と
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ

南
米
ペ
ル
ー
沖
の
表
面
水
温
が
低
く

な
る
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
で
は
、
西
部
熱
帯
太

平
洋
地
域
で
大
気
の
活
発
な
対
流
活
動

が
見
ら
れ
、
日
本
で
は
高
温

・
少
雨
の

傾
向
に
な
る
。
ペ
ル
ー
沖
の
表
面
水
温

が
高
く
な
る
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
で
は
活
発

な
対
流
活
動
は
日
付
変
更
線
近
く
ま
で

東
に
移
動
し
、
夏
季
の
太
平
洋
高
気
圧

を
弱
め
、
不
順
な
天
候
と
な
り
、
台
風

の
発
生
が
多
く
接
近
も
多
く
な
る
。

②
日
本
付
近
の
上
層
の
風

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
付
近
に
冷
た
い
低
気

圧
、
東
シ
ナ
海
付
近
に
暖
か
い
高
気
圧

が
長
期
間
に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
と
北

日
本
で
は
冷
夏
、
西
日
本
で
は
早
魃
、

北
陸
か
ら
東
北
南
部
に
か
け
て
不
連
続

線
の
活
動
が
活
発
と
な
り
各
地
で
大
雨

(8)

孵霧覇覇

盪鰊鰤錮仄劣

日本山岳会の各委員会

同好会の活動報告です

9月

輔鑢
醸
”鶉
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が
続
く
。
上
層
の
風
が
日
本
列
島
付
近

で
大
き
く
蛇
行
す
る
と
気
圧
配
置
の
動

き
が
鈍
り
、
地
上
に
は
停
滞
前
線
が
留

ま
る
な
ど
、
異
常
気
象
と
な
り
や
す
い
。

４
　
最
近
の
日
本
の
異
常
気
象

東
京
の
４
月
の
月
平
均
気
温
、
平
均

最
高
気
温
と
も
過
去
最
高
。
４
月
末
に

は
各
地
で
真
夏
日
と
な
っ
た
。
５
月
の

平
均
気
温
は
全
国
的
に
平
均
を
上
回
り
、

東
京
で
は
真
夏
日
が
初
め
て
３
回
あ
っ

た
。
６
月
の
月
平
均
気
温
は
全
国
３２
地

点
で
観
測
史
上
最
高
を
更
新
、
６
月
の

台
風
は
５
個
で
、
観
測
史
上
も

っ
と
も

多
か
っ
た
。

以
上
、
「異
常
気
象
」
の
概
要
と
そ

の
要
因
、
近
年
の
気
候
変
動
の
状
況
に

つ
い
て
話
を
伺

っ
た
が
、
最
近
の
新
潟
、

福
井
の
豪
雨
、
東
京
で
の
史
上
最
高
の

真
夏
日
と

「超
熱
帯
夜
」
な
ど
が
頻
発

す
る
気
象
現
象
に
、
異
常
気
象
現
象
が

恒
常
化
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
地
球
環

境
の
将
来
に
深
く
憂
い
を
感
じ
た
こ
と

で
あ
っ
た
。
　

　

　

（北
野
　
忠
彦
）

夏
山
山
行

「加
賀
自
山
」

事
業
委
員
会
が
企
画
し
た
７
月
１３
、

１４
日
の
夏
山
山
行

「加
賀
白
山
」
に
参

加
し
た
。　
一
昨
年
に
参
加
し
た
屋
久
島

宮
之
浦
岳
登
山
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
満
開
の

素
晴
ら
し
い
印
象
が
強
か
っ
た
の
で
、

今
年
も
花
の
白
山
を
存
分
に
楽
し
め
る

と
期
待
し
て
、
い
ち
早
く
参
加
の
申
し

込
み
を
し
た
。

参
加
者
は
男
性
１０
名
と
女
性
４
名
で
、

初
め
て
の
人
、
２
回
目
の
人
、
そ
れ
に

事
業
委
員
会
の
人
た
ち
。
白
山
は
遠
く

か
ら
見
た
こ
と
は
度
々
あ
る
が
、
登

っ

た
こ
と
は
な
い
と
い
う
人
が
私
を
含
め

て
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

初
日
の
別
当
出
合
か
ら
観
光
新
道
経

由
の
室
堂
小
屋
ま
で
は
、
炎
天
下
を
７

時
間
以
上
も
か
け
て
登

っ
た
。
白
山
で

は
標
高
が
上
が
る
に
つ
れ
て
た
く
さ
ん

の
高
山
植
物
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
。
白

色
の
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ
、
マ
イ
ズ
ル
ソ

ウ
、
ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
、
キ
ヌ
ガ
サ
ソ

ウ
、
イ
ブ
キ
ト
ラ
ノ
オ
、
サ
ン
カ
ヨ
ウ
、

紫
色
の
イ
ワ
カ
ガ
ミ
、
ハ
ク
サ
ン
フ
ウ

ロ
、
ハ
ク
サ
ン
チ
ド
リ
、
ョ
ツ
バ
シ
オ

ガ
マ
、
黄
色
の
シ
ナ
ノ
キ
ン
バ
イ
、
ミ

ヤ
マ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
の
群
落
に
混
じ
っ
て
、

ク
ル
マ
ユ
リ
等
、
た
く
さ
ん
の
種
類
の

花
が
咲
き
乱
れ
て
い
た
。

２
日
目
は
朝
食
の
後
７
時
半
に
出
発

し
て
ま
ず
白
山
最
高
峰
の
御
前
峰
を
登

っ
た
。
途
中
の
室
堂
周
辺
に
は
１０
年
か

ら
２０
年
も
か
け
て
よ
う
や
く
開
花
す
る

と
い
う
ミ
ヤ
マ
ク
ロ
ユ
リ
の
大
群
落
が

あ
り
、
そ
の
数
の
多
さ
に
び

っ
く
り
し

た
。登

り
は
じ
め
て
間
も
な
く
、
早
朝
は

ご
来
光
も
見
ら
れ
た
ほ
ど
の
天
候
が
急

に
変
わ
り
、
白
山
奥
宮
が
あ
る
山
項
に

着
い
た
時
は
霧
雨
の
中
だ

っ
た
。
霧
の

中
か
ら
見
え
る
豊
富
な
白
山
の
残
雪
と

翠
ヶ
池
の
景
色
等
、
な
か
な
か
奥
深
い

雄
大
な
山
の
雰
囲
気
が
楽
し
め
る
。
山

頂
か
ら

一
里
野
温
泉
に
向
か
う
楽
々
新

道
は
登
山
者
が
少
な
く
、
こ
の
道
を
通

る
人
は
千
人
の
登
山
者
に
対
し
て
３
人

程
度
と
言
わ
れ
て
い
る
。
天
候
が
良
い

と
夢
の
よ
う
な
花
の
散
策
道
だ
が
、
あ

い
に
く
雨
が
次
第
に
本
格
的
に
な
り
、

ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク
ラ
の
大
群
落
が
あ
る

小
桜
平
避
難
小
屋
に
到
着
し
た
の
は
予

定
を
大
幅
に
遅
れ
て
１３
時
半
だ
っ
た
。

こ
の
た
め
事
業
委
員
の
ひ
と
り
が
新

岩
間
温
泉
の

一
軒
宿
山
崎
旅
館
ま
で
大

急
ぎ
で
先
に
下
山
し
て
迎
車
の
待
機
依

頼
に
向
か
い
、
昼
食
後
元
気
な
９
名
は

ピ

ッ
チ
を
上
げ
て
下
山
し
、
バ
テ
気
味

の
２
名
に
は
２
名
の
事
業
委
員
が
付
き

添

っ
て
分
か
れ
て
下
山
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
９
名
は
５
時
半
頃
に
下
山
し
た

が
、
遅
組
の
下
山
は
大
幅
に
遅
れ
、
夜

９
時
近
く
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

白
山
は
や
さ
し
い
山
だ
が
、
シ
ー
ズ

ン
初
め
の
登
山
者
の
少
な
い
下
山
道
は

倒
木
も
多
く
荒
れ
て
い
た
。
大
雨
で
道

雄大な雰囲気の白山奥宮にて

%譴ば3LASTRIIK
個人手配旅行から人気の トレックツアーや
エクスペディションのアレンジまで。充実
度が違う「旅」のプランニングをこころがけ
ています。山旅などあらゆるジャンルを取
り扱っています。お気軽にご連絡 ください。

曇種アトラストレック
(国 土交通大臣登録旅行業1167号 )

東京/〒 160‐∞08東京都新宿区三栄町23 TEL03‐ 3341‐ (Ю30

大阪/〒 540‐∞12大阪市中央区谷町3-4-5中 央谷町ビル501号  TEL06‐6946‐ 9111

名古屋/〒 464‐ 0807名古屋区千穂区東山通り5-113オ ークラビル6F TEL052‐ 788‐ 2422
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は
滑
り
や
す
く
、
川
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
場
所
も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
全
員
が

滑

っ
た
り
転
ん
だ
り
し
な
が
ら
の
下
山

で
、
ス
ト
ッ
ク
を
折

っ
た
人
や
曲
げ
て

し
ま
っ
た
人
も
い
て
、
苦
労
の
多
か
っ

た
楽
々
新
道
だ

っ
た
。

宿
泊
先
の
白
山

一
里
野
荘
で
翌
朝
新

聞
を
見
る
と
、
金
沢
市
内
で
も
マ
ン
ホ

ー
ル
か
ら
道
路
に
水
が
噴
き
出
す
よ
う

な
大
雨
の
写
真
が
載

っ
て
い
た
。
事
業

委
員
会
の
皆
様
、
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。
　
　
　
　
　
（加
納
　
巌
）

自
馬
岳

・
三
国
境
研
修
山
行

７
月
２８
～
３０
日
の
山
行
計
画
が
本
誌

５
月
号
に
掲
載
さ
れ
、
小
生
は
山
学
研

会
員
外
で
山
岳
地
形

・
地
質
に
疎
い
者

で
あ
る
が
、
平
日
３
日
間
を
夏
休
み
と

し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

２８
日
昼
前
に
舟
根
Ｌ
、
大
船
案
内
人

を
含
む
参
加
者
８
名
が
自
馬
駅
に
集
合
。

ゴ
ン
ド
ラ
等
を
乗
り
継
ぎ
、

１３
時
に
栂

池
自
然
園
よ
り
歩
き
始
め
、
天
狗
原
、

乗
鞍
岳
を
経
て
１６
時
４５
分
に
大
池
山
荘

に
到
着
し
た
が
、
天
候
は
晴
か
ら
曇
へ
。

天
狗
原
で
は
ヒ
オ
ウ
ギ
ア
ヤ
メ
、
オ
オ

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ボ
ク
、
ベ
ニ
バ
ナ
イ
チ
ゴ

等
を
目
に
し
た
。
大
池
は
乗
鞍
岳
の
火

山
活
動
に
よ
っ
て
で
き
た
火
山
堰
止
湖
。

２９
日
は
南
海
上
の
台
風
１０
号
の
影
響

か
東
風
の
強
い
晴
天
の
も
と
６
時
３０
分

に
出
発
。
し
か
し
次
第
に
霧
が
濃
く
な

り
、
雪
倉
岳
他
の
展
望
が
き
か
な
く
な

る
中
、
小
蓮
華
山
、
三
国
境
、
自
馬
岳

２
９
３
２
層
を
踏
み
１１
時
３０
分
に
村
営

頂
上
宿
舎
到
着
。
稜
線
で
は
リ
ン
ネ
ソ

ウ
、
ト
ウ
ヤ
ク
リ
ン
ド
ウ
、
イ
ブ
キ
ジ

ャ
コ
ウ
ソ
ウ
、
エ
ゾ
シ
オ
ガ
マ
等
や
花

期
を
過
ぎ
た
ウ
ル
ッ
プ
ソ
ウ
を
見
る
。

ハ
イ
マ
ツ
の
樹
高
は
積
雪
の
深
さ
と
等

し
く
、
積
雪
よ
り
下
の
葉
は
凍
結
防
止

の
た
め
澱
粉
を
糖
に
変
換
し
生
き
残
る
、

こ
の
こ
と
は
冬
野
菜
が
甘
い
理
由
に
通

じ
る
と
の
由
。
地
形
に
関
し
て
は
、
二

重
山
稜
（船
窪
）
、
非
対
称
山
稜
（東
側

断
層
崖
、
西
側
準
平
原
）
ヽ
、
構
造
土
（大

小
の
礫
の
す
じ
の
縞
模
様
）
の
解
説
を

受
け
る
。

３０
日
は
、
霧
の
中
６
時
１０
分
下
山
。

氷
河
に
磨
か
れ
た
羊
背
岩
を
近
く
に
視

る
頃
に
は
晴
天
と
な
り
、
ハ
ク
サ
ン
フ

ウ
ロ
、
ク
ル
マ
ユ
リ
等
の
群
落
を
過
ぎ

た
後
、
大
雪
渓
を
経
て
１０
時
３０
分
に
猿

倉
に
到
着
。
こ
の
後
白
馬
駅
近
く
の
ホ

テ
ル
の
露
天
風
呂
で

一
浴
し
、
蕎
麦
屋

で
打
上
げ
後
、
解
散
。

山
学
研
に
は
、
東
京
学
芸
大
小
泉
先

生

（著
書
に

『日
本
の
山
は
な
ぜ
美
し

い
か
』
）
の
指
導
を
受
け
山
岳
地
形
、

地
質
、
植
物
に
詳
し
い
議
論
好
き
な
方

も
お
れ
ば
、
優
雅
に
ス
ケ
ッ
チ
や
接
写

を
試
み
て
い
る
方
も
お
ら
れ
、
こ
の
よ

う
な
山
へ
の
対
し
方
も
い
い
な
と
思
い

な
が
ら
過
ご
し
た
３
日
間
だ
っ
た
。

（北
嶋
　
仲
雄
）

山
内
ビ
ッ
ケ
ル
の
寄
贈

８
月
２６
日
、
故
織
内
信
彦
名
誉
会
員

使
用
の
山
内
作
ピ

ッ
ケ
ル
が
、
ご
息
女

の
稲
垣
章
子
さ
ん
よ
り
本
会
へ
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
ピ

ッ
ケ
ル
に
は
次
の

よ
う
な
謂
れ
が
あ
り
ま
す
。

１
９
２
５
年
、
元
会
長
の
槙
有
恒
氏

は
初
登
項
し
た
ア
ル
バ
ー
タ
山
に
ピ

ッ

ケ
ル
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
４
８
年

フ
レ
ッ
ド
‥

ア
イ
レ
ス
と
ジ
ョ
ン

・
オ

バ
ー
リ
ン
が
第
２
登
に
成
功
し
た
と
き
、

残
さ
れ
た
ピ

ッ
ケ
ル
を
発
見
し
、
そ
れ

を
持
ち
帰

っ
て
記
念
に
模
型
を
作
り
、

Ｊ
Ａ
Ｃ
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

（『山
岳
』

４５
、
１
９
５
０
年
掲
載
）
。
織
内
さ
ん

は
そ
の
型
が
気
に
入
っ
て
記
念
に
模
し

山
内
に
特
注
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
生
前
に
織
内
氏
か
ら
本
品
の

扱
い
を
委
任
さ
れ
て
い
た
宮
沢
美
渚
子

会
員
と
資
料

・
映
像
委
員
会
か
ら
溝
口

ロッジ泊まりで楽しむ
ネバール・ヒマラヤ・トレッキング
～もっと快適にヒマラヤの山麓で泊まり、
自銀に輝く高峰群の展望を楽しむ山旅～

●アンナブルナ方面とエベレスト方面に3コース

●9日間から12日間までも秋から晴に催行しまt
国土交通大臣登録旅行業第 490号/m日本旅行業協会正会員 〇 ポDF薇 饉書ロ

〒105‐ 0003東京都港区西新橋1‐ 12‐ 1西新橋1森 ビル2F2,03‐3503-1911
大阪a06‐6444‐ 3033 名古屋8052‐ 581‐ 3211 福岡8092‐ 715‐ 1557

e-mail:info@alpine-tour. com http://www.alpine-tour. com

印月ツリ争グ
|」

7多ど賀』|五書″

洋
三
委
員
が
稲
垣
宅
へ
伺
い
、
お
受
け

し
て
き
ま
し
た
。
確
か
に
２
本
並
べ
て

見
比
べ
ま
す
と
大
変
よ
く
似
て
い
ま
す
。

［寄
贈
品
＝
仙
台

・
山
内
東

一
郎
作
ピ

ッ
ケ
ル
、
制
作
番
号
１
７
９
９
］

（溝
口
　
洋
三
）

『山
岳
図
書
を
語
る
タ
ベ
』
の
こ
案
内

日
本
の
登
山
界
の
歴
史
を
見
つ
め
、

珠
玉
の
記
事
を
生
み
出
し
て
き
た

『岳

人
』
第
１０
代
編
集
長

・
永
田
秀
樹
氏
を

迎
え
、
お
話
を
お
聞
き
し
ま
す
。

●
日
時
　
１０
月
２５
日
１８
時
３０
分

●
場
所
　
日
本
山
岳
会
集
会
室

●
演
題
　
『岳
人
』
誌
６０
余
年
の
軌
跡
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■
則自
輛
ｍ■

平
成
１６
年
度
定
期
総
会
報
告

秋
田
支
部
の
平
成
１６
年
度
定
期
総
会

が
４
月
３
日
（土
）
１６
時
か
ら
会
員
２４
名

が
出
席
し
、
秋
田
市
内
の

「大
町
ビ

ル
」
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

支
部
長
挨
拶
の
あ
と
議
事
に
入
り
、

昨
年
度
の
事
業
報
告
で
は
、
本
会
１
０

０
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「分
水
嶺
登
山
」
の
先
行
登
山

（４
コ

ー
ス
）
と
支
部
山
行
３
回
の
成
功
が
報

告
さ
れ
た
。

支
部
会
報
は
３
回
発
行
し
、
通
算
５７

号
と
な
っ
た
。
決
算
報
告
や
監
査
報
告

が
承
認
さ
れ
た
あ
と
、
平
成
１６
年
度
の

事
業
計
画
案
が
提
案
さ
れ
、
本
会
１
０

０
周
年
事
業
へ
の
協
力
と

「分
水
嶺
登

山
」
の
継
続
実
施
を
承
認
し
た
。

さ
ら
に
本
年
度
は
、
当
支
部
設
立
４５

周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
韓
国
山
岳

会

・
慶
南
支
部
と
の
交
流
登
山
を
独
自

の
記
念
事
業
と
し
て
約
１
週
間
の
予
定

で
徳
裕
山

（１
６
１
４
層
）
、
伽
椰
山

（１
４
３
０
属
）
に
登
る
ほ
か
、
秋
田

の
名
峰
大
平
山

（１
１
１
７
層
）
の
集

中
登
山
会

（６
月
３
日
）
を
実
施
す
る

こ
と
を
合
わ
せ
て
承
認
し
た
。
こ
れ
は
、

数
あ
る
コ
ー
ス
の
好
き
な
と
こ
ろ
か
ら

登
り
、
正
午
に
項
上
の
奥
宮
で
御
祓
い

を
受
け
、
記
念
撮
影
を
す
る
と
い
う
も

の
。ま

た
今
次
総
会
時
点
で
の
会
員
総
数

は
７５
名
で
、
年
間
の
異
動
は
物
故
１
名

（草
替
広
正
氏
）
、
新
加
入
が
２
名
で
あ

る
。そ

の
他
、
北
海
道

・
東
北
支
部
集
会
、

全
国
支
部
懇
談
会
、
全
国
自
然
保
護
集

会
、
本
会
主
催
の
諸
会
議
へ
の
参
加
と
、

会
報
の
３
回
発
行
な
ど
が
、
予
算
と
と

も
に
全
員

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

（鈴
木
　
要
三
）

JAC
支部だより

今

年

も

ゃ
√
Ｌ
ＥＷ
Ｌ

で
会

い
ま

し

ょ
う

全国各地の支部から、独自の活動状況を
リポー トします。

韓
国

・
徳
裕
山
と
伽
椰
山
ヘ

平
成
１６
年
度
は
、
当
秋
田
支
部
の
設

立
４５
周
年
に
あ
た
り
、
そ
の
記
念
行
事

の
第
１
弾
と
し
て
、
韓
国
岳
人
と
の
姉

妹
交
流
を
目
的
に
、
小
白
山
脈
の
南
部

に
位
置
す
る
名
峰

・
徳
裕
山

（ト
ゥ
ク

ユ
サ
ン

ｏ
ｌ
６
１
４
属
）
と
伽
椰
山

（カ
ヤ
サ
ン

ｏ
ｌ
４
３
０
属
）
を
選
び
、

慶
南
支
部
の
協
力
の
も
と
に
、
５
月
２０

日
か
ら
５
日
間
の
日
程
で
実
施
し
た
。

参
加
者
１２
名
。

第
１
日
　
１３
時
過
ぎ
に
秋
田
空
港
を

発
ち
、
仁
川
国
際
空
港
か
ら
高
速
バ
ス

に
て
大
田
市
へ
。
申
在
鏑
支
部
長
は
じ

め
慶
南
支
部
の

一
行
が
出
迎
え
て
く
だ

さ
り
、
再
会
を
喜
び
あ
う
。

夕
食
後
、
冬
季
リ
ゾ
ー
ト
や
総
合
レ

ジ
ャ
ー
施
設
で
有
名
な
徳
裕
山
麓
の
茂

朱
リ
ゾ
ー
ト
地
に
移
動
し
宿
泊
す
る
。

第
２
日
　
夜
半
か
ら
の
降
雨
で
予
定

コ
ー
ス
を
変
更
し
、
も

っ
と
も
楽
な
ゴ

ン
ド
ラ
の
あ
る
ス
キ
ー
場
か
ら
、
慶
南

支
部
員

一
行
９
名
の
案
内
で
、
整
備
の

行
き
届
い
た
コ
ー
ス
を
登
る
。

項
上

（香
積
峰
）
に
到
着
し
た
頃
か

ら
晴
れ
あ
が
り
、
周
辺

一
帯
が
緩
や
か

に
広
が
る
女
性
的
な
山
容
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
こ
は
ツ
ツ
ジ
の
美
し

い
山
と
し
て
も
定
評
が
あ
る
。
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】
〓
”
【
∽
Ｃ
ｒ
”

」ン
π
一Ｆ
〓
〇

平
塚
晶
人

伝
説
の
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト

『氷
壁
』
の
モ
デ
ル
松
濤
明
、

第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
創
設
の
奥
山
章

を
つ
な
ぐ
女
性
と
山
の
戦
後
史

〒102-8008東 京都千代田区紀尾井町3-23 Te1 03-3265-1211文藝春秋
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下
山
は
自
連
寺
へ
の
コ
ー
ス
を
た
ど

り
、
途
中
に
あ
る
岩
窟
に
て
昼
食
。
釈

尊
降
誕
祭
で
賑
わ
う
提
灯
で
飾
ら
れ
た

白
連
寺
か
ら
は
九
千
瀑
布
渓
谷
を
散
策

し
な
が
ら
三
公
里
に
下
山
し
、
伽
椰
山

麓
の
白
雲
洞
地
区
に
移
動
す
る
。
こ
の

夜
、
伽
椰
山
国
民
宿
舎
で
茶
話
会
を
開

催
し
て
い
た
だ
く
。

第
３
日
　
宿
舎
か
ら
す
ぐ
の
沢
沿
い

の
コ
ー
ス
を
、
慶
南
支
部
員
２９
名
と
と

も
に
９
時
頃
出
発
。
木
道
や
木
階
段
な

ど
で
立
派
に
整
備
さ
れ
た
道
を
た
ど
る
。

山
頂
着
１１
時
３０
分
。

伽
椰
山
項
部
は
、
韓
国
特
有
の
岩
稜

が
連
な
り
、
男
性
的
な
山
容
を
形
成
し

て
い
る
。
最
高
峰
の
七
佛
峰
で
記
念
撮

影
の
後
、
西
に
隣
接
す
る
牛
頭
峰
へ
。

快
晴
の
も
と
に
広
が
る
絶
勝
の
山
容
、

海
東
第

一
の
山
徳
を
満
喫
す
る
。

山
頂
直
下
の
広
場
で
、
申
支
部
長
夫

人
と
ご
子
息
持
参
の
手
料
理
で
昼
食
を

楽
し
む
。
昼
食
後
、
海
印
寺
へ
の
コ
ー

ス
を
下
る
が
、
途
中
に
あ
る
磨
崖
仏
立

像
を
拝
み
、
世
界
遺
産

・
八
万
大
蔵
経

で
有
名
な
海
印
寺
に
１５
時
２０
分
に
下
山

す
る
。

夕
方
、
馬
山
市
へ
移
動
し
、
同
支
部

の
事
務
所
を
訪
問
。
広
々
と
し
た
事
務

所
に
は
、
当
支
部
と
の
交
流
の
写
真
や

姉
妹
山
締
結
証
な
ど
が
飾
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
夜
は
、
馬
山
プ
ル
ロ
に
て
交
流

会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、
セ
レ
モ
ニ

ー
の
後
、
記
念
品
の
交
換
な
ど
夜
遅
く

ま
で
親
交
を
深
め
合

っ
た
。
慶
南
支
部

３１
名
出
席
。

第
４
日
　
午
前
中
ム
ン
シ
ン
美
術
館

な
ど
馬
山
観
光
の
後
、
密
陽
駅
に
送

っ

て
い
た
だ
き
、
次
回
の
秋
田
再
会
を
約

し
新
幹
線
に
て
ソ
ウ
ル
駅
へ
。
夕
方
、

韓
国
山
岳
会
同
友
会

（旧
元
老
会
）
を

訪
問
し
、
山
村
料
理
店
に
て
高
完
植
会

長
は
じ
め
会
員
有
志
と
長
年
に
わ
た
る

親
交
を
深
め
合

っ
た
。

第
５
日
　
早
朝
、
仁
川
国
際
空
港
へ
、

正
午
秋
田
空
港
に
着
き
、
無
事
終
了
し

た
。最

後
に
、
実
施
に
あ
た
り
お
世
話
く 伽椰山項にて

東
海
・京
都
・関
西
・広
島
支
部

だ
さ
っ
た
韓
国
山
岳
会
慶
南
支
部
な
ら

び
に
同
友
会
、
毎
回
親
身
に
な
っ
て
送

迎
く
だ
さ
る
李
載
洪
氏
、
そ
し
て
病
を

押
し
て
わ
ざ
わ
ざ
ホ
テ
ル
に
訪
れ
て
く

だ
さ
っ
た
曹
斗
鉱
岳
兄
に
は
心
か
ら
厚

く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

（佐
々
木
　
民
秀
）

第
６
回
森
の
勉
強
会
に
参
加
し
て

東
海

。
京
都

。
関
西

・
広
島
４
支
部

共
催
の
森
の
勉
強
会
が
８
月
７
日
（土
）

か
ら
９
日
（月
）
の
３
日
間
、

２５
名
の
参

加
者
を
得
て
、
白
山
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

行
わ
れ
た
。
こ
の
勉
強
会
は
、
１
９
９

９
年
以
降
、
東
海

・
京
都

・
関
西
支
部

が
中
心
に
な
っ
て
、
毎
年
、
声
生
の
森

や
愛
知
県
民
の
森
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド

を
使

っ
て
実
施
さ
れ
て
き
て
お
り
、
今

年
で
６
回
目
を
迎
え
る
。
自
然
保
護
委

員
会
か
ら
も
、
過
去
、
大
蔵
喜
福
、
篠

崎
仁
、
河
西
瑛

一
郎
な
ど
歴
代
の
担
当

理
事

・
自
然
保
護
委
員
長
が
参
加
し
て

お
り
、
山
の
自
然
と
森
林
植
生
を
中
心

と
し
た
本
格
的
な
勉
強
会
と
し
て
評
価

が
高
か
っ
た
。

今
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
初
日
が
専

門
講
師
に
よ
る
座
学
と
２
時
間
の
植
物

観
察
会
、
２
日
日
と
３
日
目
は
白
山
登

山
の
道
す
が
ら
、
付
き
添

っ
て
く
れ
た

専
門
知
識
を
有
す
る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
か
ら
地
質
や
植
生
の
解
説
を
受
け
る

と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
。
加
賀
の
白

山
は
美
し
い
高
山
植
物
の
宝
庫
と
し
て
、

ま
た
、
信
仰
登
山
の
山
と
し
て
知
ら
れ

て
お
り
、
北
ア
ル
プ
ス
と
並
ん
で
登
山

者
に
人
気
が
高
い
が
、
自
神
山
地
に
も

比
肩
で
き
る
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ブ
ナ
林

が
広
が
る
日
本
の
高
山
で
も

っ
と
も
原

生
度
が
高
い
森
林
が
存
在
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
白
山
を
舞
台
に
、
な
ぜ
こ
の
山
に

こ
の
よ
う
な
豊
か
な
植
生
が
存
在
す
る

の
か
を
、
頭
と
足
で
理
解
し
よ
う
と
い

う
試
み
で
あ
る
。

白
山
は
日
本

一
根
張
り
の
大
き
な
独

(12)

インストラクターの解説に耳を傾ける
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立
山
系
で
、
火
山
地
形
と
多
雪
、
地
す

べ
り
や
山
崩
れ
な
ど
の
要
素
が
自
山
の

自
然
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。
高
山
帯

・

亜
高
山
帯
に
は
雪
田
植
物
が
多
く
、
ま

た
、
ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
や
ハ
ク
サ
ン
コ

ザ
ク
ラ
な
ど
白
山
の
名
を
冠
し
た
高
山

植
物
が
多
数
存
在
す
る
。

２
日
目
に
宿
泊
し
た
南
竜
山
荘

（２

０
７
０
属
）
周
辺

一
帯
は
、
か
つ
て
雪

田
植
物
の
宝
庫
で
あ
っ
た
が
、
近
年
温

暖
化
の
影
響
で
、
雪
田
の
後
退
に
伴
う

土
壌
の
乾
燥
化
が
顕
著
で
、
サ
サ
の
侵

食
が
著
し
い
。
標
高
１
６
０
０
月
以
下

の
山
地
は
原
生
度
が
高
い
ブ
ナ
帯
で
、

大
型
哺
乳
類
や
大
型
鳥
類
の
生
息
密
度

が
極
め
て
高
く
、
多
様
性
に
富
ん
だ
森

林
を
形
成
し
て
い
る
。
下
山
路
と
し
て

使
用
し
た
千
振
尾
根

一
帯
は
ブ
ナ
を
中

心
と
し
た
広
葉
樹
の
見
事
な
原
生
林
で
、

途
中
、
ブ
ナ
の
幹
に
聴
診
器
を
当
て
樹

皮
の
下
を
吸
い
上
げ
る
水
音
に
耳
を
澄

ま
せ
た
り
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
解

説
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は
、
連
日
見
舞
わ
れ
た
午
後
か
ら
の

シ
ャ
ワ
ー
も
気
に
な
ら
な
い
気
持
の
よ

い
下
山
だ
っ
た
。

し
っ
か
り
白
山
の
自
然
を
勉
強
し
な

が
ら
、
登
山
の
楽
し
み
も
満
喫
さ
せ
て

も
ら
っ
た
３
日
間
で
あ
っ
た
。
私
自
身

は
今
回
初
め
て
の
参
加
だ

っ
た
が
、
過

去
６
年
に
わ
た
っ
て
こ
ん
な
ス
タ
イ
ル

の
勉
強
会
を
積
み
重
ね
て
き
た
主
催
支

部
の
人
た
ち
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
東

海
支
部
が
今
年
秋
か
ら
猿
投
の
森
を
フ

ィ
ー
ル
ド
に
森
づ
く
り
の
活
動
を
開
始

す
る
が
、
森
と
自
然
を
総
合
的
に
理
解

す
る
目
を
勉
強
会
を
通
し
て
養

っ
て
こ

ら
れ
た
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
始

め
る
実
践
活
動
に
、
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
る
。
　

　

　

（山
川
　
陽

一
）

日
口
罰
■

炎
天
下
の
育
林
作
業

２
０
０
２
年
３
月
、
国
際
山
岳
年
を

記
念
し
て
宮
崎
支
部
で
は
田
野
町
朝
陣

野
の
森
、
野
尻
町
漆
野
原
の
森
、
西
都

市
ロ
キ
シ
ー
ヒ
ル
の
森
の
３
地
区
に
１

６
０
０
本
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
モ
ミ
ジ
、

カ
シ
、
タ
ブ
、
ク
ス
を
植
樹
し
た
。
毎

年
３
月
に
ノ
ウ
サ
ギ
の
被
害
や
霜
枯
れ
、

日
射
に
よ
る
立
ち
枯
れ
の
た
め
の
補
植

を
行
い
、
７
月
に
は
成
長
を
妨
げ
る
ク

ズ
類
の
切
り
取
り
や
下
草
刈
り
に
汗
を

流
し
て
い
る
。

平
成
１６
年
度
の
下
草
刈
り
作
業
は
真

夏
日
連
続
１５
日
目
の
７
月
２５
日
６
時
集

合
。
５
台
の
車
に
分
乗
し
、
朝
陣
野
の

森
に
会
員
２０
人
が
参
加
し
て
７
時
か
ら

造
林
鎌
を
打
ち
振
る
っ
て
作
業
に
没
頭

し
た
。
朝
陣
野
の
森
は
、
藤
井
正
子
、

新
井
律
子
姉
妹
会
員
ら
に
よ
っ
て
事
前

に

一
部
の
下
草
刈
り
が
行
わ
れ
て
お
り
、

２
時
間
の
作
業
で
終
了
し
た
。
３
年
目

を
迎
え
た
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
モ
ミ
ジ
の
成

長
は
早
く
、
２
年
後
に
は
花
を
咲
か
せ

る
の
で
は
な
い
か
と
、
気
の
早
い
植
物

評
論
家
の
発
言
も
あ
る
う
れ
し
い
話
だ
。

持
参
の
冷
え
た
ス
イ
カ
で
喉
の
渇
き

を
潤
し
、
西
都
市
の
ロ
キ
シ
ー
ヒ
ル
の

森
に
急
い
だ
。

１０
時
３０
分
到
着
、
早
出

の
作
業
で
あ
っ
た
た
め
早
め
の
昼
食
、

休
憩
を
と
っ
た
あ
と
、

１１
時
過
ぎ
か
ら

後
半
戦
に
突
入
し
た
。

炎
天
下
、
急
斜
面
に
両
足
を
踏
ん
張

り
、
火
を
噴
く
よ
う
な
思
い
で
造
林
鎌

を
握
る
。
吹
き
出
す
汗
と
草
息
れ
と
の

戦
い
だ
。
日
射
病
防
止
の
た
め
小
刻
み

に
木
陰
で
休
息
を
と
り
、
水
分
を
補
給

し
て
体
調
を
整
え
る
。
１
時
間
で
大
体

止
。
ス
イ
カ
で
喉
を
潤
し
て
元
気
を
取

り
戻
し
、
再
び
生
い
茂
る
草
の
中
に
埋

没
し
て
鎌
を
振
る
う
会
員
の
真
摯
な
姿

は
鬼
神
の
ご
と
く
、
感
動
を
覚
え
た
。

１３
時
作
業
終
了
。

ロ
キ
シ
ー
ヒ
ル
は
、
西
都
市
の
図
師

哲
雄
さ
ん
の
個
人
林
１５
診
が
開
放
さ
れ
、

森
の
環
境
を
考
え
た
教
育
的
な
機
能
を

活
用
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
づ
く
り
と
し
て

提
供
さ
れ
、
幼
稚
園
児
、
小
、
中
、
高

(13)
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西部ロキシーヒルの森にあるツリーハウスの前で

校
生
か
ら

一
般
人
ま
で
が
合
宿
研
修
し
、

植
林
、
育
樹
、
自
然
観
察
、
ハ
イ
キ
ン

グ
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
な
ど
を
行

う
森
林
の
道
場
で
あ
る
。

ロ
キ
シ
ー
ヒ
ル
の
森
は
今
秋
９
月
２７

日
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

『わ

か
ば
』
の
舞
台
と
も
な
る
。
ク
ス
ノ
キ

に
作
ら
れ
た
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
も
放

映
さ
れ
る
予
定
だ
。

今
回
の
作
業
に
参
加
し
た
会
員
は
、

怪
我
や
蜂
、
毛
虫
な
ど
の
被
害
も
な
く

作
業
は
無
事
終
了
し
、
森
林
内
の
渓
谷

に
あ
る

「
ロ
キ
シ
ー
ヒ
ル
の
滝
」
で
加

熱
し
た
手
足
を
冷
や
し
、
顔
を
洗
い
、

生
気
を
取
り
戻
し
、
図
師
さ
ん
が
炭
焼

き
竃
で
焼
い
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
頬
張
り
、

達
成
感
に
満
足
し
て
帰
路
に
つ
い
た
。

（井
野
元
　
繁
）

追
悼
　
大
谷
優
氏

昨
年
９
月
、
青
森
県
下
で
開
催
さ
れ

た
日
本
山
岳
会
全
国
支
部
集
会
に
宮
崎

支
部
会
員
３０
人
と
と
も
に
参
加
さ
れ
、

鳥
海
、
月
山
、
十
和
田
山
を
縦
走
し
た

後
、
体
調
の
不
良
を
訴
え
て
入
院
さ
れ

ま
し
た
。
あ
ん
な
に
元
気
で
、
山
行
を

と
も
に
し
て
い
た
の
に
、

７２
歳
と
い
う

生
涯
で
忽
然
と
幽
明
を
異
に
し
て
し
ま

っ
た
。

大
谷
さ
ん
は
宮
崎
大
宮
高
校
時
代
か

ら
山
岳
部
で
本
格
的
な
登
山
に
取
り
組

み
、
岩
登
り
の
技
術
は
県
内
岳
人
の
ト

ッ
プ
に
あ
り
、
岳
友
か
ら
は

「山
あ
ら

し
」
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
頂
戴
し
て
い

た
。
宮
崎
ア
ル
ペ
ン
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、

昭
和
３５
年
、
日
本
山
岳
会
に
入
会
。
そ

の
後
、
宮
崎
県
山
岳
連
盟
理
事
長
を
務

め
、
県
内
岳
人
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
全

精
力
を
傾
注
し
て
い
た
。

昭
和
２７
年
、
宮
崎
県
警
察
に
採
用
さ

れ
、

４５
年
か
ら
警
察
本
部
教
養
課
勤
務

と
な
っ
て
、
県
警
察
機
関
誌

『日
向
』

の
編
集
長
に
抜
擢
さ
れ
た
。

５０
年
か
ら

平
成
４
年
３
月
の
定
年
退
職
を
経
て
、

さ
ら
に
、
後
進
編
集
者
の
育
成
の
た
め

非
常
勤
と
し
て
平
成
１２
年
３
月
ま
で
勤

務
さ
れ
た
。

昭
和
６０
年
７
月
、
元
日
本
山
岳
会
会

長

・
今
西
錦
司
先
生
の
ご
指
導
の
も
と

に
宮
崎
支
部
創
立
に
奔
走
、
大
谷
さ
ん

の
熱
意
に
ほ
だ
さ
れ
て
有
志
２３
人
が
結

集
し
、
み
ず
か
ら
支
部
事
務
局
長
と
な

っ
て
全
国
２０
番
目
の
支
部
を
発
足
し
た
。

平
成
７
年
４
月
か
ら
宮
崎
支
部
長
と
な

り
、
支
部
創
立
の
と
き
の
３
つ
の
日
標

（宮
崎
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
の
開
催
、
『み
や

ざ
き
百
山
』
の
刊
行
、
宮
崎
支
部
報
の

発
行
）
の
実
践
に
ひ
た
む
き
な
努
力
を

さ
れ
た
。
宮
崎
ウ

ェ
ス
ト
ン
祭
は
県

民

・
登
山
愛
好
家
の
あ
い
だ
に
定
着
し

て
１９
回
を
数
え
、
『み
や
ざ
き
百
山
』
は

大
谷
さ
ん
の
１５
年
と
い
う
長
期
に
及
ぶ

真
摯
な
基
礎
調
査
、
豊
か
な
情
感
と
情

熱
に
よ
っ
て
平
成
１１
年
１１
月
刊
行
さ
れ

た
。昭

和
４０
年
代
に
セ
ツ
子
夫
人

（Ｊ
Ａ

Ｃ
会
員
）
と
モ
ン
ブ
ラ
ン
に
登
り
、
外

国
の
山
は
岩
場
ば
か
り
で
日
本
の
山
の

よ
う
に
美
し
さ
が
な
い
と
、
日
本
列
島

を
利
尻
岳
か
ら
東
北
の
山
々
、
日
本
ア

ル
プ
ス
、
大
山
、
九
州
の
山
々
に
足
跡

を
残
し
、
そ
の
集
大
成
が

「足
元
の
山

を
見
よ
」
で
あ
り
、
こ
れ
が

『み
や
ざ

き
百
山
』
に
連
動
し
て
い
っ
た
と
思
う
。

ま
た
、
非
行
少
年
の
生
活
指
導
育
成

に
携
わ
り
、
宮
崎
家
庭
裁
判
所
の
補
導

委
託
登
山
を
行
い
、
同
行
登
山
指
導
に

よ

っ
て
多
く
の
少
年
た
ち
を
更
生
に
導

い
て
き
た
。
そ
の
意
志
を
宮
崎
支
部
会

員
が
受
け
継
ご
う
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
平
成
９
年
か
ら
６
年
間
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

登
山
教
室
の
講
師
と
し
て
中
級
ク
ラ
ス

の
登
山
愛
好
家
約
３
０
０
人
の
指
導
を

行
い
、
登
山
教
室
の
卒
業
生
に
よ
っ
て

新
し
い
風
を
支
部
に
吹
き
込
ん
で
、
今

後
の
発
展
に
努
力
を
重
ね
て
き
た
。

敬
愛
す
る
大
谷
さ
ん
。
今
、
永
遠
の

別
れ
を
す
る
に
あ
た
り
、
長
い
間
、
あ

な
た
か
ら
い
た
だ
い
た
熱
い
友
情
と
ご

恩
に
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
、
こ
こ
に
、

↓

宮
崎
支
部
の
発
展
を
期
し
て
会
員

一
人
　
に

ひ
と
り
が
心
を
合
わ
せ
、
努
力
、
精
進

す
る
こ
と
を
誓
い
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を

祈
り
ま
す
。
　

　

　

（井
野
元
　
繁
）

〈訂
正
〉

８
月

（７
１
１
）
号
５
ペ
ー
ジ
、

１
０
０
周
年
ニ
ュ
ー
ス
の
青
森
支
部

と
東
海
支
部
の
タ
イ
ト
ル
が
逆
で
し

た
。
ま
た
、
東
海
支
部
の
４
行
日
温

暖
帯
は
暖
温
帯
、
左
ペ
ー
ジ
３
行
日

ソ
ヨ
ブ
は
ソ
ヨ
ゴ
の
誤
り
で
し
た
。

「高
尾
の
森
」
の
筆
者
は
河
西
瑛

一

郎
氏
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。
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東

西
南

北

イラス ト・宇都木慎一

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、

俳
句
、
短
歌
、
詩
な
ど
を
掲
載
す
る

ペ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投
稿
く

だ
さ
い
。
（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
１
点
に
つ
き
１
０
０
０
字
程

度
で
お
願
い
し
ま
す
）

追
悼
　
小
倉
茂
暉
先
生
の

訃
報
に
接
し
て

吉
川
　
明
秀

伯
者
国
山
岳
美
術
館
を
設
立
し
て
間

も
な
い
こ
ろ
、
山
陰
支
部
の
年
次
晩
餐

会
の
グ
ス
ト
と
し
て
米
子
へ
お
越
し
の

折
り
、
当
館
へ
お
寄
り
い
た
だ
い
た
。

個
人
美
術
館
と
し
て
運
営
は
さ
ぞ
大
変

で
あ
ろ
う
と
ご
配
慮
い
た
だ
き
、
日
本

山
岳
会
の
資
産
資
料
の
な
か
に
た
く
さ

ん
の
絵
画
が
あ
り
、
可
能
な
範
囲
で
貸

し
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
の
お
話
だ

っ

た
。
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
、
さ
っ
そ

く
資
料

ｏ
映
像
委
員
会
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
り
、
日
本
山
岳
会
収
蔵
画
展
を
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

第
８
回

「全
国
山
岳
博
物
館
等
連
絡

会
議
」
が
資
料

・
映
像
委
員
会
の
お
世

話
で
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
会
議
は
当
館

に
と
り
、
全
国
の
情
報
を
得
る
こ
と
の

で
き
る
唯

一
の
大
切
な
機
会
で
、
会
議

の
発
起
は
小
倉
先
生
の
功
績
が
大
き
か

っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

山
岳
人
は
山
に
登
る
こ
と
は
基
本
で

あ
る
が
、
そ
の
行
為
の
な
か
か
ら
生
ま

れ
る
あ
ら
ゆ
る
産
物
の
価
値
は
そ
の
山

岳
人
の
心
に
反
響
し
た
尊
い
結
果
で
あ

り
、
我
々
は
そ
れ
を
後
世
に
引
き
継
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
山
岳
文
化
に

対
す
る
思
い
を
折
々
の
言
葉
か
ら
学
ば

せ
て
い
た
だ
い
た
。

年
次
晩
餐
会
の
会
場
で
小
倉
先
生
の

お
顔
を
探
し
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
る

と

「オ
ー
、
元
気
に
が
ん
ば

っ
て
い
る

か
」
と
い
つ
も
激
励
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
山
陰
支
部
の
事
務
局
を
担
当
し
た

際
に
も

「山
陰
支
部
は
少
数
で
は
あ
る

が
、
個
性
的
で
あ
り
全
国
の
範
た
る
支

部
の
ひ
と
つ
だ
か
ら
が
ん
ば

っ
て
ほ
し

い
」
と
の
お
言
葉
も
い
た
だ
い
た
。
全

国
の
支
部
を
隅
々
ま
で
ご
承
知
の
小
倉

先
生
だ

っ
た
。
も
う
、
お
顔
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
は
痛
恨
の
極
み
で
す
。

生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
、
こ
こ
に
謹
ん

で
哀
悼
の
意
を
評
し
ま
す
。

大
台
ヶ
原
の

登
山
道
に
つ
い
て

田
村
　
義
彦

環
境
省
は
１
９
９
９
年
に
悪
名
高
い

木
道

″空
中
回
廊
″
を
設
置
し
た
が
墾

盤
を
か
い
、
時
の
自
然
保
護
局
長
が

「あ
れ
は
ま
ず
か
っ
た
」
と
言

っ
た
。

木
道
を
さ
ら
に
延
長
し
て
東
大
台
を

一

周
す
る
予
定
の
工
事
を
中
止
し
て
、
計

画
を
見
直
す
こ
と
に
な
っ
た
。

２
年
間
に
わ
た
っ
て
利
用
者
の
動
態

調
査
、
意
識
調
査
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
地
元
関
係

者

・
自
然
保
護
団
体

・
山
岳
団
体
等
を

集
め
た
現
地
説
明
会
を
２
回
開
催
し
て

意
見
聴
取
を
行

っ
た
。
日
本
山
岳
会
は

篠
崎
仁
理
事
、
関
西
支
部
自
然
保
護
委

員
が
参
加
し
た
。
（会
報
７
０
１
号
）

そ
の
結
果
、
２
０
０
３
年
１０
月
に
整

備
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
そ
れ
は

市
民
の
要
望
を
９５
ギ
認
め
た
画
期
的
な

判
断
で
あ
っ
た
。
（会
報
７
０
３
号
）

環
境
省
は
当
初
既
設
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
練
り
石
階
段
を
す
べ
て
撤
去
す
る
計

画
で
あ
っ
た
が
、
現
地
説
明
会
で
の
河

野
昭

一
京
大
名
誉
教
授
の
提
言
を
容
れ

て
、
「と
り
あ
え
ず
急
を
要
す
る
部
分

を
着
工
し
て
、
あ
と
の
部
分
は
住
民
の

意
見
と
調
整
し
な
が
ら
時
間
が
足
り
な

い
場
合
は
来
年
度
に
延
ば
す
こ
と
も
あ

り
得
る
。
本
年
度
は
必
要
最
小
限
度
の

整
備
に
留
め
る
。
利
用
者
の
歩
き
や
す

さ
を
求
め
る
整
備
は
し
な
い
」
と
し
た
。

歩
道
を
木
道
と
デ

ッ
キ
で
覆
い
尽
く
そ

う
と
し
た
当
初
の
計
画
か
ら
す
れ
ば
ま

(15)

エベレスト0ゴーキョビーク登頂16日 間
10/19(火 )～ 11/3(水・祝)423,000円

シャンポチェパノラマ泊エベレスト展望9日間
11/6(」ヒ)～ 14(日 )323,000円

で歩くランタン谷ヘリトレツキング9日 間

ロッジ泊で歩くプーンヒルトレツキング9日間
11/13(」L)～ 21(日)298000円

11 17(水)358,000円

アニューズトラベル株式会社
6-4K N ビル11
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さ
に
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
換
で
あ
っ
た
。

こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
今
春
５
区
間

で
着
工
、
同
時
進
行
で
８
月
に
は
完
工

の
予
定
で
あ
る
。
年
間
５
千

、り
の
雨
が

降
る
山
だ
け
に

「登
山
道
は
川
で
あ
る
。

登
山
道
の
補
修
は
河
川
工
事
で
あ
る
」

と
認
識
す
る
近
自
然
工
法
の
導
入
を
強

く
要
望
し
た
が
、
そ
の
理
論
を
適
用
し

て
地
元
に
伝
わ
る
伝
統
工
法
に
よ
っ
て
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
わ
な
い
地
場
材
の

空
積
み
石
階
段
が
組
ま
れ
た
。

工
事
は
不
均

一
な
自
然
の
段
差
を
崩

し
て
均

一
な
人
工
階
段
化
し
た
印
象
を

受
け
る
の
が
残
念
で
あ
り
、
水
の
逃
が

し
方
に
も
疑
念
が
残
る
が
、
水
叩
き
石

を
配
し
て
下
方
浸
食
を
防
ぎ
、
側
方
浸

食
を
防
ぐ
石
を
組
み
、
露
岩
倒
木
を
生

か
し
た
。
崩
れ
た
ら
職
人
の
名
折
れ
だ

と
い
う
心
意
気
の
感
じ
ら
れ
る
手
仕
事

は
、
大
台
ヶ
原
で
今
望
み
う
る
最
高
の

改
修
工
事
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
偶

然
に
も
、
工
事
途
中
に
台
風
６
号
の
襲

来
を
受
け
、
３
０
０
ミリ
の
豪
雨
に
空
石

積
み
が
耐
え
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

環
境
省
は
歩
道
を
登
山
道
、
探
勝
歩

道
、
園
路
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
て
整
備
を

考
え
て
い
る
が
、
現
実
的
に
は
そ
の
違

い
は
曖
味
で
、
恣
意
的
に
分
類
す
る
こ

と
に
は
合
理
性
が
な
い
こ
と
が
こ
の
整

備
で
立
証
さ
れ
た
。
山
岳
自
然
公
園
の

&脳「edFche・ 37

歩行と咬み合わせ

佐藤 恭子

歩行と咬み合わせが力学的に関連していると申

しあげると、ほとんどの場合、怪話そうな顔をさ

れます。歩行は全身運動ですが、足に関連したイ

メージが強く、咬み合わせや咀疇は頭頸部の局所

的運動というイメージが強いためでしょう。

私は、歯科医としての臨床経験を通して、咬み

合わせと歩行の間に法則性を持った相互性がある

ことに気付き、日腔と体の両面から正しい直立 2

足歩行を回復することを目標とした治療を行って

きました。

口腔からは、咬み合わせや舌筋のバランスを整

えます。全身的には、鍼・オステオパシー・低周

波といった手法を組み合わせて直立 2足歩行の再

構成をします。すると、直立 2足歩行の基本であ

る、骨盤運動のメカニズムが確立されるあたりで

体調が良くなる方が多く、正しく歩ける体である

ことが、健康にとっていかに大切であるかを実感

しています。

「人類は頭からではなく、足からヒトになった」

といわれるように、大脳皮質の発達を含むヒトの

特徴は、直立 2足歩行性が確立されたことによっ

て、人類にもたらされました。 以来、私たちの

体は基本的には同じ力学システムによって運用さ

れています。したがって、歩行を正しく整えるこ

とは、ヒトの体という精妙な機械の “使用上の注

意"を守って使うことになるわけです。

ウォーキングという言葉が市民権を得て久しく、

歩くことの大切さは広く知られていますが、速い

テンポで歩くことに重きが置かれています。歩行

と健康という観点からすると、正しく歩く、とい

うことにもっと関心を持つ必要があるように感じ

ます。ヒトの体の精妙な力学システムを、誤った

運用法で長時間使い続けると、ひざを痛めるなど

故障の原因になる場合があるからです。

平地を歩くウォーキングでさえ、咬み合わせの

影響が出るのですから、荷物を背負って高低差を

歩く登山者にとっては、身体のバランスに関係す

る咬み合わせの影響はさらに大きいものと思われ

ます。咬み合わせは歩行の効率や安定にかかわる

だけでなく、呼吸とも関連が深いので、登山とい

う運動が、生理的に多くの面から咬み合わせと関

係することは、容易に想像されます。

登山前の健康チェックに、「咬み合わせ」の項

目を入れると、いっそう安全で事故のない登山に

役立つ知見が得られるかも知れません。

(*佐藤恭子さんは 1月 24日 に医療委員会懇親講

演会で、咬み合わせと歩行についての講演をされ

ました)

(16)
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歩
道
は
す
べ
て

「登
山
道
」
で
あ
る
と

認
識
し
て
、
大
台
ヶ
原
の
こ
の
実
績
を

範
と
し
て
全
国
の
山
岳
自
然
公
園
整
備

に
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

複
製
さ
れ
た
古
い
地
質
図

児
玉
　
茂

１
９
９
１
年
の
こ
と
に
な
る
が
、
私

は

『山
』
５
５
３
、
５
５
５
号
に

「日

本
山
岳
会
所
蔵
の
地
図
類
に
つ
い
て
」

と
い
う
紹
介

・
報
告
記
事
を
書
い
た
。

こ
の
記
事
の
内
容
に
対
し
、
間
接
的
で

は
あ
る
が
、
地
質
調
査
所
か
ら
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
、
所
蔵
地
図
の
な
か
の
農

商
務
省

（地
質
調
査
所
の
前
身
）
発
行

の
地
質
図
と
地
形
図
の
リ
ス
ト
を
送
付

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

本
年
３
月
、
独
立
行
政
法
人

・
産
業

技
術
総
合
研
究
所

・
地
質
調
査
情
報
部

よ
り
、
改
め
て
本
会
所
蔵
の
農
商
務
省

発
行
の
地
質
図
と
地
形
図
の
閲
覧
お
よ

び
複
製
作
成
の
依
頼
が
届
い
た
の
で
、

当
時
の
担
当
者
と
し
て
私
が
対
応
し
た
。

農
商
務
省
発
行
の
地
質
図
と
地
形
図

は
現
在
で
は
数
の
少
な
い
珍
し
い
も
の

で
、
発
行
元
で
あ
る
同
研
究
所
で
も
戦

災
な
ど
の
た
め
に
限
ら
れ
た
図
幅
を
所

蔵
す
る
の
み
の
状
態
で
あ
る
。

今
で
は
日
本
山
岳
会
ほ
ど
揃

っ
た
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
は
ほ
か
に
は
な
い
ら
し
い
。

複
製
の
計
画
は
あ
っ
た
も
の
の
な
か
な

か
実
現
に
は
至
ら
ず
、
よ
う
や
く
今
回
、

資
料
の
充
実
を
計
れ
る
最
後
の
チ
ャ
ン

ス
で
あ
る
こ
と
や
、
複
製
技
術
の
進
歩
、

さ
ら
に
Ｃ
Ｄ
化
保
存
な
ど
が
可
能
と
な

っ
た
。
故
に
、
改
め
て
日
本
山
岳
会
に

複
製
の
依
頼
状
が
来
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
本
会
に
と
っ
て
は
貸
し
出
し
た

地
図
の
複
製
を
作

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

管
理
上
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

日
本
山
岳
会
に
は
図
書
ば
か
り
で
な

大台ヶ原の倒木 イラスト・宇都木慎一

く
貴
重
な
地
図
類

（農
商
務
省
地
図
以

外
に
も
）
が
豊
富
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

が
、
利
用
者
は
極
め
て
少
な
く
、
こ
の

１３
年
の
間
に
閲
覧
し
た
会
員
は
２
、
３

名
に
過
ぎ
な
い
よ
う
だ
。
こ
の
機
会
に

改
め
て
古
い
地
図
類
に
関
心
を
も

っ
て

も
ら
え
れ
ば
よ
い
が
と
思

っ
て
い
る
。

本
年
４
月
末
に
８
種
の
地
質
図
と
地

形
図
、
９
組
５９
枚
と

一
枚
地
図
１
３
６

枚
を
貸
し
出
し
、
６
月
末
に
劣
化
防
止

効
果
の
あ
る
中
性
紙
製
の
箱
に
梱
包
さ

れ
て
返
却
さ
れ
た
。
そ
し
て
同
時
に
地

図
ご
と
の
複
製
地
図
と
、
Ｃ
Ｄ
版
の
地

質
図
、
地
形
図
も
計
１
３
４
枚
が
本
会

に
寄
贈
さ
れ
た
。

１９
世
紀
の
書
籍
の
劣
化
と
同
様
に
日

本
で
最
初
に
作
ら
れ
た
古
い
地
図
類
の

劣
化
も
進
ん
で
お
り
、
日
本
山
岳
会
と

し
て
も
貴
重
な
資
料
の
保
管
の
た
め
に

早
急
に
対
策
を
取
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
件
に
関
し
、
現
理
事
会
と
図
書
管
理

担
当
者
に
要
望
し
て
お
き
た
い
。

〈お
詫
び
〉

８
月

（７
１
１
）
号
の
東
西
南
北
欄

で
紹
介
し
た
谷
泰
氏
の

「
マ
ラ
イ
ー
ニ

氏
の
告
別
式
に
参
加
し
て
」
の
原
稿
は

筆
者
の
掲
載
許
可
を
得
る
前
に
掲
載
し

て
し
ま
い
、
谷
氏
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
。
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

(17)
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創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
ご
協
力
を
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図 書 紹 介

０
０
０
「
ｍ
Ｏ
　
□
０
コ
Ｑ

ｏ
一著
一

『田くΦ「Φ∽一日上国〇てΦω「∽
０コ
一０一
０一
一〓Φ
〓〓ヽ０ユＱ』

登
頂
５０
周
年
を
記
念
し
て
刊
行
さ
れ

た
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
基
金
の
公
式
登
山
記

録
と
銘
打

っ
た
写
真
文
集
で
あ
る
。
著

者
は
５３
年
の
遠
征
に
最
年
少
の
２３
歳
で

参
加
し
て
、
そ
の
後
の
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
初
登
項
を
含
め
、
ア
ル
パ
イ
ン

ク
ラ
ブ
、
王
立
地
理
協
会
の
会
長
を
歴

任
す
る
な
ど
の
息
の
長
い
登
山
家
で
あ

る
。１

９
２
１
年
の
初
偵
察
か
ら
初
登
項

に
至
る
ま
で
の
各
隊
の
功
績
を
た
た
え

つ
つ
登
山
史
を
詳
述
し
て
い
る
。
各
ペ

ー
ジ
ご
と
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
写
真
や

ス
ケ
ッ
チ
は
未
発
表
の
も
の
が
多
数
あ

る
と
の
こ
と
、
渡
渉
を
終
え
た
マ
ロ
リ 幸せを呼ぶ鳥 版画 0奥野渓石

―
の
全
裸
姿
な
ど
興
味
深
い
も
の
も
多

い
。
初
登
項
と
そ
の
後
の
内
外
の
消
息

に
は
多
く
の
ペ
ー
ジ
が
あ
て
ら
れ
て
い

る
。
第
８
章
は
、
新
ル
ー
ト
か
ら
の
登

頂
、
田
部
井
淳
子
氏
、
三
浦
雄

一
郎
氏
、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
滑
降
や
商
業
的
遠
征
、

３
国
交
差
縦
走
な
ど
を
網
羅
し
て
い
る
。

最
後
に
シ
ェ
ル
パ
族
へ
の
賛
辞
で
締

め
く
く

っ
て
い
て
、
英
国
版
エ
ヴ
ェ
レ

ス
ト
も
の
の

一
般
向
け
読
み
も
の
と
し

て
す
ぐ
れ
た
著
作
で
あ
ろ
う
。

（松
沢
　
節
夫
）

２
０
０
３
年

目
ｍ５
①「
Ｏ
ｏ目
ｂ
ρ
ピ
巳
８

２
５
６
ギ
　
２０
ポ
ン
ド

ｍ
Ｑ
〓
一コ
田
ｏ
「コ
σ
ｏ
匡
ヨ

・
一者

『∽
００「ＯＱ
Ｆ一ＯＣコ計ｍ一コ０
０『
計〓Φ
くく０ユ
Ｑ』

著
者
は
南
米
や
ネ
パ
ー
ル
で
ア
ン
デ

ス
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
雪
山
に
登

っ
た
登
山

家
で
も
あ
る
が
、
聖
山
の
俗
界
を
超
え

た
別
世
界
や
、
自
然
と
と
も
に
あ
っ
た

伝
統
的
な
信
仰
を
総
合
し
て
、
宗
教
学

の
研
究
に
入
り
、
シ
ラ
キ
ウ
ズ
大
、
コ

ロ
ラ
ド
大
で
哲
学
、
宗
教
の
学
位
を
得

た
後
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
山
岳
研
究
所
の

上
級
研
究
員
を
勤
め
て
い
る
。

本
書
は
、
出
版
と
同
時
に
、
合
衆
国

内
で
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
最
高
作
の
金

賞
を
受
け
、
ヒ
ラ
リ
ー
卿
か
ら
も
、
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
異
文
化
、
霊
感
の
面

か
ら
大
変
魅
力
的
と
評
さ
れ
て
い
る
。

前
篇
の
１１
章
は
聖
山
の
各
論
で
、
カ

イ
ラ
ス
、
マ
チ
ャ
プ
チ
ャ
レ
、
ム
ス
タ

ー
グ
ア
タ
、
ア
ム
ネ
マ
チ
ン
、
マ
チ
ュ

ピ
チ
ュ
は
じ
め
、
シ
ナ
イ
山
や
オ
リ
ン

ポ
ス
等
が
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

第
４
章

「日
本

・
御
来
光
の
山
々
」
で

は
高
野
山
に
始
ま
る
修
験
道
の
山
々
や
、

富
士
山
の
開
山
や
講
登
山
が
あ
げ
ら
れ
、

自
身
で
奥
の
院
を
訪
れ
た
り
、
富
士
山

頂
で
の
清
々
し
い
御
来
光
に
接
し
た
模

様
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。
精
神
面
で
は
、

空
海
の

「聾
薔
指
帰
」
や
、
道
元
禅
師

の

「正
法
眼
蔵
」
中

「山
水
経
」
の
本

質
的
な

一
節
を
引
用
し
、
文
学
、
芸
術

面
で
は
、
万
葉
、
古
今
の
歌
や
芭
蕉
の

俳
諧
、
曼
茶
羅
や
北
斎
の
版
画
に
触
れ
、

日
本
人
の
も
の
の
あ
わ
れ
、
わ
び
、
さ

び
等
日
本
の
自
然
に
培
わ
れ
た
情
緒
、

直
感
力
の
豊
か
さ
に
言
及
し
て
い
る
。

後
篇
は

「聖
山
の
象
徴
性
」
「文
学
、

芸
術
に
お
け
る
聖
山
」
「山
岳
の
霊
的

次
元
」
「山
岳
の
野
生
と
人
生
」
の
４

章
か
ら
成
り
、
伝
統
的
な
神
話
、
風
習
、

歴
史
と
と
も
に
、
山
岳
の
文
化
と
精
神

に
基
づ
く
自
然
の
解
釈
な
ら
び
に
保
全

を
う
た
っ
た
内
容
は
、
ア
ー
ト
紙
の
１

０
０
枚
を
超
す
迫
力
あ
る
カ
ラ
ー
写
真

と
と
も
に
感
動
的
で
あ
る
。

（中
村
　
純
二
）

１
９
９
７
年
９
月
　
ｃ
ユ
く
のあ
ご

ｏｈ

ｏ
』
』ｏュ
”
〕Ｔ
①ののし
の詳
①】のく
２
９
１
ギ

ヘ
レ
ナ

・
ノ
ー
バ
ー
グ

・
ホ
ッ
ジ

・
著

翻
訳
委
員
会

・
訳

『ラ
ダ
ッ
ク
懐
か
し
い
未
来
』

＞
Ｚ
Ｏ
一ｍ
Ｚ
司

「
⊂
刊
⊂
コ
ｍ
∽

Ｆ
田
＞
コ
Ｚ
一Ｚ
Ｏ

「
コ
０
〓
　
Ｆ
＞
口
＞
バ
エ

「押
し
寄
せ
る
近
代
化
と
開
発
の
波
の

な
か
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
辺
境
は
ど
こ
へ
向

か
う
の
か
、
ラ
ダ
ッ
ク
に
学
ぶ
環
境
と

地
域
社
会
の
未
来
」
世
界
４０
か
国
で
翻

訳
さ
れ
た
話
題
の
書
、
と
帯
に
あ
る
。

カ
シ
ミ
ー
ル
は
４７
年
以
後
、
印
パ
の

紛
争
の
地
、

６２
年
ア
ク
サ
イ

・
チ
ン
の

中
国
占
領
、
停
戦
ラ
イ
ン
に
沿

っ
て
軍

事
戦
略
上
重
要
地
域
と
な
っ
た
。
ヘ
レ

ナ
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
言
語
人
類
学
者
、

７５
年
ラ
ダ
ッ
ク
に
入
り
、
ラ
ダ
ッ
ク
語

＝
英
語
の
辞
書
を
作
る
。
そ
の
後
も
Ｉ

Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｉ

エ
コ
と
文
化
国
際
協
力
英
国

代
表
と
し
て
住
民
活
動
を
支
援
、
賞
を

受
け
る
。

本
書
は
ダ
ラ
イ

ニ
フ
マ
の

「日
本
語

版
に
寄
せ
て
」
と
序
か
ら
始
ま
る
。
私

た
ち
の
惑
星
の
生
態
系
が
脅
か
さ
れ
て

い
る
懸
念
に
私
も
同
意
す
る
し
、
開
発

の
問
題
に
対
し
代
替
的
な
解
決
策
を
促

(18)
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進
す
る
仕
事
に
敬
意
を
覚
え
る
。
「伝

統
社
会
の
人
々
は
思
い
や
り
と
足
る
こ

と
を
知
り
、
精
神
的
に
成
長
し
た
と
こ

ろ
が
あ
り
、
皆
が
見
習
う
べ
き
こ
と
で

あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

本
文
は
プ
ロ
ロ
ー
グ

・
ラ
ダ
ッ
ク
に

学
ぶ
、
第
１
部

・
伝
統
、
第
２
部

・
変

化
、
第
３
部

・
ラ
ダ
ッ
ク
に
学
ぶ
、
エ

ピ
ロ
ー
ダ

・
懐
か
し
い
未
来
へ
、
そ
の

後
、
読
書
案
内
、
訳
者
あ
と
が
き
は

「
つ
つ
ま
し
く
も
豊
か
な
暮
ら
し
、近
代

化
と
開
発
の
嵐
の
な
か
、
自
ら
未
来
を

創
り
だ
そ
う
と
す
る
人
々
の
記
録
で

す
」
と
い
う
。
今
日
の
日
本
に
も
通
じ

る
切
実
な
問
題
で
あ
る
。（三

沢
　
一
三
）

２
０
０
３
年
７
月
　
山
と
漢
谷
社
刊

２
６
２
。だ
　
１
６
０
０
円

矢
原
徹

一
・
監
修

『レ
ツ
ド
デ
ー
タ
プ
ラ
ン
ツ
』

絶
滅
危
惧
植
物
図
鑑
で
あ
る
。
植
物

写
真
家
で
あ
る
永
田
芳
男
氏
の
美
し
い

生
態
写
真
で
８
４
１
種
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
今
ま
で
に
見
た
こ
と
も
無
い
よ

う
な
珍
奇
な
植
物
も
登
場
し
て
い
る
。

本
文
は
各
種
植
物
の
専
門
の
研
究
者
４３

名
に
よ
る

〈植
物
解
説
〉
と
、
撮
影
時

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
植
物
の
現
状
を
リ
ア

ル
に
報
告
し
た

〈撮
影
記
〉
の
２
本
立

て
に
な
っ
て
い
る
。

監
修
者
は
巻
頭
に

「本
書
は
、
こ
れ

ら
の
絶
滅
危
惧
植
物
を
絶
滅
の
危
機
か

ら
救
い
だ
し
、
私
た
ち
日
本
人
の
子
孫

に
末
永
く
伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
を
込
め
て
編
集
さ
れ
た
。
本
書
の
刊

行
に
よ
り
、
絶
滅
危
惧
植
物
へ
の
関
心

が
さ
ら
に
高
ま
り
、
そ
の
保
護
に
向
け

た
取
り
組
み
が
発
展
す
る
こ
と
を
心
か

ら
祈
り
た
い
」
と
書
い
て
い
る
。

最
終
氷
期
に
、
北
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
氷
河
で
覆
わ
れ
、
多
く
の
植
物
が

絶
滅
し
た
。
日
本
で
は
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
な
か
っ
た
た
め
、
多
様
性
の
あ
る

植
物
相
が
形
づ
く
ら
れ
、
７
千
種
程
の

植
物
が
自
生
し
て
い
る
。
し
か
も
４
割

が
日
本
の
固
有
種
で
あ
る
。
し
か
し
、

現
状
は
２５
種
が
絶
滅
し
、
１
６
６
５
種

が
絶
滅
危
惧
種
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
る
。
じ
つ
に
日
本
の
植
物
の

２４
で
に
あ
た
る
。

土
地
開
発
に
よ
る
環
境
破
壊
、
園
芸

を
目
的
と
し
た
採
取

・
盗
掘
、
公
害
等

の
環
境
自
体
の
劣
化
が
圧
迫
要
因
で
あ

る
。
こ
の
様
な
絶
滅
危
惧
種
を
知
り
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
取

っ
た
ら
良
い
か

考
え
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

種
を
絶
滅
に
追
い
や
る
環
境
は
、
や
が

て
人
と
い
う
種
を
絶
滅
に
お
い
や
る
環

境
で
あ
る
。
　

　

　

　

（舟
根
　
章
）

２
０
０
３
年
１２
月
１５
日
　
山
と
渓
谷

社
発
行
　
７
２
０
ギ
　
４
２
０
０
円

同
志
社
大
学
チ
ベ
ツ
ト

ｏ
ヤ
ル
ツ
ア
ン
ポ

河
源
流
域
学
術
登
山
隊

ｏ
著

『カ
キ
ュ
・
カ
ン
リ

バ
０
０
匡
「
‐
バ
０
コ
ｍ
「一
６
８
５
９
ｍ
』

初
登
頂
の
記
録

伝
統
あ
る
同
志
社
大
学
が
ま
た
新
た

な
ペ
ー
ジ
を
自
ら
の
ク
ロ
ニ
ク
ル
に
書

き
加
え
た
。
巻
頭
言
に
あ
る
通
り
、
同

志
社
は
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
登
山
の
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア

・
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
真
髄
と

も
い
え
る
行
動
を
世
界
の
登
山
界
に
発

信
し
続
け
て
い
る
。
カ
キ
ュ
・
カ
ン
リ

初
登
項
の
記
録
は
日
本
山
岳
会
の
英
文

ジ

ャ
ー
ナ
ル

『Ｆ
ｏ
”
●
①
の
①
＞
ぎ
Ｆ
①

Ｚ
の１
の
く
ｏ
ｒ
∞
〓
ミ
Ｎ８
∞』
で
紹
介
し
、

海
外
か
ら
の
反
応
は
活
発
で
評
価
は
高

い
。
多
く
の
未
踏
の
山
が
残
さ
れ
て
い

る
こ
の
山
域
は
パ
イ
オ
ニ
ア
ワ
ー
ク
を

目
指
す
登
山
家
に
と
っ
て
垂
涎
の
フ
ィ

ー
ル
ド
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
１
９
９
７
年
の
偵
察
、
１
９

９
８
年
の
第
１
次
学
術
登
山
隊
、
２
０

０
２
年
の
第
２
次
学
術
登
山
隊
の
軌
跡

と
成
果
を
集
大
成
し
た
報
告
書
で
あ
る
。

１
計
画
と
経
緯
、
２
登
山
編
、
３
学
術

編
、
４
随
想
、
５
追
悼
、
６
資
料
編
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
充
実
し
た
内
容

で
、
カ
ラ
ー
写
真
も
ぜ
い
た
く
に
３２
ペ

ー
ジ
を
さ
い
て
い
る
。
ヤ
ル
ツ
ァ
ン
ポ

源
流
域
に
興
味
を
も
つ
人
た
ち
に
と
っ

て
は
必
読
の
記
録
で
あ
る
。
最
後
に
ひ

と

つ
、

「ゼ

ロ
・
エ
ミ

ッ
シ

ョ
ン
登

山
」
の
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
産
業
排
出
物

に
使
う
言
葉
で
登
山
に
は
馴
染
ま
な
い
。

（中
村
　
保
）

２
０
０
３
年
９
月
、
信
濃
毎
日
新
聞

社
刊
、
２
３
７
ギ

上
田
茂
春

・
編

『烏
山
房
蔵
　
山
岳
遭
難

関
係
文
献
、
及
び
岳
人
の

追
悼

・
遺
稿
文
献
目
録
』

驚
く
べ
き
仕
事
で
あ
る
。
山
書
の
蒐

集
家
、
装
丁
家
と
し
て
定
評
が
あ
り
、

『山
の
限
定
本
』
な
ど
の
著
書
も
あ
る

上
田
茂
春
氏
が
、
氏
の
所
蔵
す
る
文
献

の
な
か
か
ら

『山
岳
遭
難
、
追
悼

・
遺

稿
』
を
目
録
化
し
た
も
の
。

採
録
さ
れ
た
関
係
文
献
は

『青
森

雪
中
行
軍
の
歌
』
（明
治
３５
年
）
か
ら

『
マ
ナ
ス
ル

（８
１
６
３
Ｌ

Ｉ
登
山

（登
項
と
遭
難
）
仮
レ
ポ
ー
ト
』
（２
０

０
１
年
）
ま
で
の
第
１
集
と
、
『Ｒ
・

Ｃ

ｏ
Ｃ
報
告
Ⅳ
』
（昭
和
６
年
）
か
ら
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『針
葉
樹
会
報
第
９
８
号
―
望
月
達
夫

氏
追
悼
特
集
』
（２
０
０
３
年
）
ま
で

８
９
１
件
。

こ
れ
ら
が
、
発
行
年
月
日
順
に
書
名
、

副
題
、
編
集
者
名
、
発
行
年
月
日
、
発

行
所
、
判
型
、
ペ
ー
ジ
数
、
製
本
状
態
、

発
行
部
数
、
頒
価
を
記
載
し
、
さ
ら
に

文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
、
年
齢
、

事
故
年
月
日
、
場
所
、
原
因
な
ど
に
つ

い
て
も
摘
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
採
録
し
た

「書
名
索
引
」
「人

名
索
引
」
と

「第
５
聯
隊
雪
中
行
軍
遭

難
死
亡
者
氏
名
」
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

編
者
も
こ
と
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
、

日
本
で
発
行
さ
れ
た
遭
難

・
追
悼
遺
稿

の
す
べ
て
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
編
者
の
所
蔵
す

る
文
献
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

Ｊ
Ａ
Ｃ
の
機
関
紙
誌
、
山
と
渓
谷
、
岳

人
な
ど
商
業
雑
誌
か
ら
は
採
録
し
て
い

な
い
。

と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
内

容
の
目
録
が

一
個
人
の
力
に
よ
り
ま
と

め
ら
れ
た
こ
と
は

「山
岳
界
」
に
と
っ

て
大
変
有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
。
わ
た

し
た
ち
に
と
っ
て
残
念
な
の
は
、
発
行

部
数
が
限
定
３５
部
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

日
本
の
山
岳
界
が
ひ
と
つ
と
な
っ
て
、

編
者
の
功
績
を
称
え
本
書
を
基
に
、
こ

の
分
野
の
総
覧
的
な
文
献
目
録
が
ま
と

ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

（山
森
　
欣

一
）

２
０
０
３
年
１２
月
　
鳥
山
房
発
行

２
３
４
＋
６４
ギ

（非
売
品
）

京
都

一
中
山
岳
部
史
編
纂
委
員
会

・
編

『行
手
は
北
山
そ
の
彼
方
』

府
立
京
都
第

一
中
学
校
の
山
岳
部
創

立
は
慶
応
義
塾
と
同
じ
大
正
４
年
、
中

学
山
岳
部
で
は
東
京
高
等
師
範
付
属
に

次
ぐ
全
国
２
番
目
で
あ
る
。
当
初
は
教

員
引
率
に
よ
る
中
部
山
岳
登
山
と
い
う

学
校
主
導
の
行
事
で
あ
っ
た
が
、
４
年

生
の
今
西
錦
司
、
西
堀
栄
二
郎
ら
が
市

内
を
流
れ
る
鴨
川
の
橋
か
ら
地
図
を
照

合
し
て

「山
城
３０
山
」
の
遥
か
彼
方
に

登
山
の
対
象
と
な
る

「北
山
」
を
発
見

す
る
。
「自
分
た
ち
で
登
る
」
部
員
主

体
の
山
行
の
始
ま
り
で
あ
る
。
山
仕
事

の
道
は
あ
っ
て
も
三
角
点
に
至
る
道
は

な
く
、
「ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
」
と
称
す
る

藪
こ
ぎ
で
頂
上
に
達
す
る
の
は
測
量
部

以
来
と
い
う
近
代
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
黎

明
期
で
あ
っ
た
。

三
高
に
進
学
し
た
今
西
ら
は
山
岳
部

を
創
設
、
三
高
山
岳
部
は
発
足
２
年
で

北
岳
の
積
雪
期
初
登
項
を
な
す
。
そ
の

伝
統
は
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ

（京
大
学
士
山
岳

会
）
に
受
け
継
が
れ
て
戦
後
の
ヒ
マ
ラ

ヤ
登
山
興
隆
の

一
翼
を
担
う
が
、
そ
の

実
力
は

一
中
山
岳
部
時
代
の
北
山
登
山

で
培
わ
れ
た
わ
け
だ
。

「北
山
か
ら
ヒ

マ
ラ
ヤ
ヘ
」
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

そ
の

一
中
山
岳
部
の
Ｏ
Ｂ
が
集
ま
っ

て

「北
山
の
会
」
が
発
足
、
「北
山
の

彼
方
」
に
ロ
マ
ン
を
求
め
た

「昆
合
の

夢
」
が
２
０
０
０
年
に
実
現
し
た
。
座

談
会
の
な
か
で
、
川
喜
田
二
郎
が
い
み

じ
く
も
語
る
よ
う
に
山
岳
部
創
立
以
来

８５
年
の
部
史
を
ま
と
め
た
の
が
本
書
で

あ
る
。
登
山
史
関
係
の
貴
重
な
文
献
と

し
て
本
書
の
輝
き
は
眩
い
。

（川
見
　
博
美
）

２
０
０
３
年
１２
月
　
北
山
の
会
発
行

２
９
２
ギ
　
２
８
０
０
円

購
入
は

「京
都

一
中
山
岳
部
史
編
纂

委
員
会
」
郵
便
振
替
口
座
番
号
０
９

５

０

１

２

１

２

４

９

３

４

６

『口
ｍ
コ
Ｏ

ｍ
０
０
ヽ
』

一ヽ０一コくの「Φ一コ∽一０コ「σＣＯコ　Ｎｏ一一〇０〓「一一一　一四ωコＱ　一一間∞

ド
イ
ツ
山
岳
会
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
山

岳
会
に
北
イ
タ
リ
ア
の
南
チ
ロ
ル
山
岳

会
を
加
え
た
３
つ
の
団
体
が
共
同
し
て

発
行
す
る
年
報
の
２
０
０
４
年
度
版
。

日
本
山
岳
会
の

『山
岳
』
に
相
当
す
る

が
、
面
積
は
約
２
倍
、
大
小
と
り
ど
り

の
写
真
と
図
版
が
お
よ
そ
４
０
０
点
、

そ
の
大
部
分
が
カ
ラ
ー
写
真
。

ド
イ
ツ
語
を
知
ら
な
い
人
に
も
そ
の

華
麗
さ
と
内
容
の
多
様
さ
を
味
わ

っ
て

み
て
ほ
し
い
。
二
十

一
世
紀
を
迎
え
て

か
ら
の
ド
イ
ツ

・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
山
岳

会
、
ひ
い
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス

地
方
の
山
岳
愛
好
者
た
ち
の
世
界
の
広

さ
と
深
さ
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

フ
リ
ー

・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
や
冬
季
の

岩
壁
直
登
な
ど
、
世
界
登
山
界
の
最
新

で
最
先
端
の
ト
レ
ン
ド
に
つ
い
て
の
報

告
も
欠
け
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
地

球
上
の
高
峰
た
ち
が
ほ
と
ん
ど
登
り
尽

く
さ
れ
た
後
の
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
あ
り

か
た
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
絵
画

と
音
楽
と
文
学
も
含
め
て
、
山
岳
文
化

へ
の
配
慮
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
高
き

を
目
ざ
す
冒
険
登
山
の
時
代
の
後
に
来

る
も
の
を
直
視
す
る
姿
勢
に
注
目
し
よ

う
。
１
６
４
ペ
ー
ジ
に
は
じ
ま
る
論
評

が
と
く
に
興
味
深
い
。
登
山
の
時
代
か

ら
下
山
の
時
代
へ
の
方
向
転
換
が
テ
ー

マ
と
さ
れ
る
。
日
本
山
岳
会
１
０
０
周

年
目
に
続
く
時
代
の
登
山
の
あ
り
か
た

を
考
え
る
う
え
で
の
知
的
な
刺
激
に
な

り
そ
う
な
論
調
で
あ
る
と
私
は
感
じ
た
。

（宮
下
　
啓
三
）

２
０
０
４
年
１
月
　
∪
①簿
円
Ｆ
①『

≧
Ｕ
８
く
の
『①
Ｆ
他
共
同
発
行
　
３
３

０
。ヽへヽ「
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７
月
理
事
会

日
時
　
７
月
１４
日
１８
時
３０
分
～
２０
時
３０
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］
平
山
会
長
、
芳
賀
、
平
林
、

橋
本
各
副
会
長
、
藤
本
、
今
村
、
小
川
、

朴
元
、
大
蔵
、
贄
田
、
田
村
、
黒
川
、

鈴
木
、
野
口
、
石
田
、
篠
崎
各
理
事
、

内
田
、　
一
カ
各
監
事
、
宮
崎
、
鰺
坂
、

小
倉

（董
）

各
常
任
評
議
員

［委
任
］
鳥
居
理
事
、
西
村
、
重
廣
各

評
議
員

【審
議
事
項
】

１
　
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
植
樹
事

業
「白
神
山
地
育
林
事
業
」
（青
森
支
部
）

「猿
投
の
森
づ
く
り
」
（東
海
支
部
）
を

加
え
る
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

（承
認
）

２
　
関
西
支
部
主
催
海
外
登
山
へ
の
助

成
金
の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

助
成
金
は
１
７
０
万
円
と
し
た
い
。

（承
認
）

３
　
団
体
会
員
に
永
年
会
員
資
格
を
認

め
る
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

昨
年
１１
月
の
理
事
会
で
決
定
済
で
あ

っ
た
が

（団
体
会
員
に
は
永
年
会
員
資

格
を
認
め
な
い
）
、
今
回
、
１
０
０
周

年
に
当
り
５０
年
以
上
の
団
体
会
員
は
な

ん
ら
か
の
形
で
顕
彰
し
て
は
ど
う
か
と

の
発
議
が
あ
っ
た
。
　

　

　

（承
認
）

４
　
日
本
山
岳
会
に
会
歌
を
設
定
す
る

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

種
々
議
論
が
あ
っ
た
が
、
日
本
山
岳

会
と
し
て
会
歌
は
作
ら
な
い
と
の
結
論

に
達
し
た
。

５
　
読
売
新
聞
社
へ
の
窓
口

（広
報
担

当
）
設
置
の
件
　
　
　
　
　
　
会
長

藤
本
常
務
理
事
が
担
当
す
る
。（承

認
）

【報
告
事
項
】

以
下
の
件
が
担
当
者
よ
り
報
告
さ
れ

承
認
さ
れ
た
。

１
　
会
報

『山
』
７
月
号
の
内
容
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
村

ト
ッ
プ
記
事
は
中
央
分
水
嶺
踏
査
報

告

（途
中
経
過
）
で
あ
る
。

２
　
予
算
管
理
月
報
報
告
　
　
　
橋
本

４
～
６
月
の
予
算
管
理
月
報
の
報
告

が
な
さ
れ
た
。
新
人
会
員
を
増
や
す
必

要
が
あ
る
。

３
　
１
０
０
周
年
記
念
事
業
募
金
寄
付

免
税
措
置
承
認
に
つ
い
て
　
　
　
藤
本

別
紙
の
よ
う
に
７
月
１２
日
付
で
日
本

山
岳
協
会
―
日
本
体
育
協
会
ル
ー
ト
に

て
決
定
さ
れ
た
。

４
　
１
０
０
周
年
記
念
事
業
募
金
状
況

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贄
田

別
紙
の
よ
う
に
会
員
募
金
が
約
１
５

０
０
万
円
集
ま
っ
て
い
る
。

５
　
テ
ン
ギ

・
ラ
ギ

・
タ
ウ

（６
９
４

３
肩
）
シ
エ
ア
登
山
隊
報
告
　
　
朴
元

６
２
５
０
”
川
地
点
で
断
念
、
全
員
元

気
に
帰
国
し
た
。

６
　
山
岳
４
団
体
３
役
懇
談
会
　
藤
本

７
月
９
日
、
か
ん
ぽ
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ

東
京
で
実
施
さ
れ
た
。

７
　
第
６
回
同
好
会
連
絡
会
議
開
催
の

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贄
田

７
月
１２
日
、

２２
同
好
会
の
内
１９
団
体

が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
た
。

ル
ー
ム
使
用
に
つ
い
て
は
各
委
員
会

も
使
用
規
定
を
順
守
の
う
え
使
用
し
て

ほ
し
い
。

８
　
鳥
海
山

「
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
」
植

生
群
落
減
少
調
査
会
よ
り
の
名
義
後
援

依
頼
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
篠
崎

上
記
依
頼
の
他

「日
本
の
自
然
と
森

を
守
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
パ
ネ
リ
ス

ト
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

９
　
大
日
岳
遭
難
事
件
に
関
す
る
山

本

・
高
村
両
氏
の
不
起
訴
処
分
に
つ
い

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

別
紙
の
通
り
不
起
訴
処
分
と
な
っ
た

旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

１０
　
資
料
借
用
願
い
に
つ
い
て
　
藤
本

下
記
２
件
の
申
し
出
が
あ
り
、
承
認

し
た
。

●
山
と
渓
谷
社

『山
岳
』
写
真
借
用

●
カ
ン
ト
リ
ー
オ
フ
ィ
ス
社
上
高
地
の

黎
明
期
の
写
真
借
用

１１
　
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
開
催
に
つ
い
て

藤
本

９
月
１
日
（水
）
ル
ー
ム
に
て
実
施
す

る
の
で
大
勢
の
参
加
を
望
む
。

１２
　
そ
の
他

●
長
期
計
画

「田
邊
試
案
」
は
９
～
１２

月
の
理
事
会
で
検
討
し
、
来
年
度
よ
り

実
施
で
き
る
よ
う
進
め
る
。
　
　
会
長

●
公
募
登
山
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
今

後
理
事
会
で
検
討
す
る
。
　
　
　
会
長

●
指
導
委
員
会
、
学
生
部
指
導
委
員
会

よ
り
の
報
告
。　
　
　
　
　
　
　
黒
川

●
第
４１
回
全
国
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会

が
７
月
８
、
９
日
高
知
県
で
開
催
さ
れ

た
。

●
１
０
０
周
年
記
念
事
業

「日
本
人
の

足
跡
シ
リ
ー
ズ
」
の
会
員
へ
の
案
内
に

つ
い
て
　
　

　
　

　

　
　

　

黒
川

①
ｌｌ
月
発
行
の
会
報

『山
』
へ
１２
ペ
ー

ジ
の

「募
集
案
内
」
を
挟
み
込
み
を
す

る
。
印
刷
コ
ス
ト
Ｊ
Ａ
Ｃ
負
担
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
の
せ
る
か
リ
ン
ク

す
る
。

③
年
次
晩
餐
会
で
資
料
配
布
を
行
う
。

④
支
部
関
係
の
計
画
に
つ
い
て
は
支
部

主
導
で
行
い
、
担
当
業
者
選
択
も
支
部

一
任
と
す
る
。
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◆
第
７
回

「森
の
勉
強
会
」
伊
勢
神
宮

の
照
葉
樹
極
相
林
を
観
る

京
都

・
関
西

ｏ
東
海
支
部

・

自
然
保
護
委
員
会
共
催

伊
勢
神
宮
の
宮
域
林
は
５
７
０
０
診
、

日
本
最
大
の
常
緑
広
葉
樹
林
で
、
そ
の

う
ち
１
３
０
０
粉
は
高
祖

・
天
照
大
神

の
居
所
に
近
い
た
め
斧
鍼
を
入
れ
ぬ
２

千
年
が
守
ら
れ
て
き
た
。
奥
深
い
禁
伐

の
古
代
林
に
は
亭
々
と
し
て
巨
木
が
連

な
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
想

像
さ
れ
る
。
道
な
く
、
案
内
人
も
い
な

い
森
へ
深
入
り
し
、
無
事
生
還
す
る
こ

と
を
第

一
に
、
暖
温
帯
林

（暖
か
さ
の

指
数
８５
以
上
、
１
８
０
ま
で
。
吉
良
竜

夫
博
士
）
を
見
学
す
る
こ
と
を
第
二
と

す
る
勉
強
会
で
す
。

日
程
　
１１
月
２７
日
０
、

２８
日
０

集
合
　
２７
日
正
午
ま
で
に
神
宮
会
館

（近
鉄
宇
治
山
田
駅
下
車
）

定
員
　
５
名

（先
着
順
、
共
催
支
部
は

別
枠
）

費
用
　
１
万
７
千
円

（交
通
費
各
自
）

行
動
　
レ
ク
チ
ャ
１
３
講

（２７
日
座

学
）
、
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

１
４
名
の
植
生
解
説

（聴
講
者

１０
名
あ
た
り
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
１
１
名
が
つ
く
。

２８
日
現
場

学
習
）

宿
泊
　
神
宮
会
館

（相
部
屋
）

申
込
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
加
入
山

岳
保
険
、
会
員
番
号
、
電
話
Ｆ

Ａ
Ｘ
を
明
記
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
南
川

陸
夫

（東
海
支
部
）
宛

（□
０

５
６
９
１
４
２
１
５
３
８
２
）

＊
参
加
者
に
詳
細
案
内
別
送
し
ま
す
。

◆
第
４５
回
木
暮
祭
お
よ
び
分
水
嶺
山
行

山
梨
支
部

第
３
代
会
長

・
木
暮
理
太
郎
翁
を
偲

ぶ
木
暮
祭
を
、
紅
葉
の
美
し
い
秋
の
金

山
平
で
開
催
、
前
日
に
は
、
１
０
０
周

年
記
念
の
分
水
嶺
登
山
を
行
い
ま
す
。

日
程
　
１０
月
１６
日
０
分
水
嶺
登
山

（瑞

惜
山
荘
―
小
川
山
―
萱
ダ
ワ
）

１７
日
０
午
前
記
念
山
行
、

１４
時

よ
り
碑
前
祭

場
所
　
山
梨
県
北
巨
摩
郡
須
玉
町
金
山

平

交
通
　
Ｊ
Ｒ
中
央
線
韮
崎
駅
下
車
、
増

富
温
泉
行
き
バ
ス
終
点
下
車

問
合
　
事
務
局

・
小
宮
山
宛

（□
０
５

５
１
２
７
５
１
３
１
２
７
　
図

■

巨
【『（〓
『∞
◎
Ｂ
ぴ
・Ｆ
出〇■
のび
』
の
」０
）

＊
分
水
嶺
登
山
の
申
し
込
み
は
１０
月
８

日
頃
ま
で
に
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
に
記
載
。

＊
分
水
嶺
登
山
は
体
力
に
自
信
の
あ
る

方
に
限
り
ま
す
。

◆
中
央
構
造
線
断
層
実
地
研
修

山
の
自
然
学
研
究
会

中
央
構
造
線
と
そ
の
断
層
か
ら
は
る

か
１
億
３
千
年
前
の
日
本
列
島
の
成
因

の
ス
タ
ー
ト
時
期
を
伺
う
こ
と
が
で
き

る
。
昨
年
研
修
の
伊
那
谷
３
大
露
頭
に

続
き
西
へ
、
奥
三
河
鳳
来
寺
山
等
の
中

央
構
造
線
断
層
を
見
に
行
こ
う
。　
一
般

会
員
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

日
程
　
１１
月
２
日
ω
、
３
日
因

行
程

東
京

（２
日
朝

マ
イ
カ
ー
出

発
）―
浜
松
Ｉ
Ｃ
Ｉ
鳳
来
町
―

鳳
来
寺
山
断
層
―
飯
南
町
（泊
）

基

気́
町
―
勢
和
断
層
―
勢
和

Ｉ
Ｃ
喜

木
京

費
用
　
実
費
３
万
円

（資
料
、
交
通
、

宿
泊
代
）

定
員
　
１０
名
ま
で

同
行
　
Ｌ
白
木
幹
司
　
ＳＬ
小
亀
真
知
子

保
険
　
国
内
交
通
傷
害
保
険
に
加
入

申
込
　
１０
月
２７
日
ま
で
に
氏
名
、
住
所
、

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
記
入
の
う
え

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
小
亀
真
知
子
宛

（□

０
４
５
１
９
８
４
１
４
３
７
２
）

＊
申
込
者
に
詳
細
を
通
知
し
ま
す
。

◆
第
５３
回
山
行

「立
岩
」
と

「経
塚
山
」

つ
く
も
会

晩
秋
の
西
上
州
を
じ
わ
り
と
味
わ
う

山
行
で
す
。
支
部
会
員
の
方
も
ご

一
緒

し
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
１１
月
６
日
０
、
７
日
０

集
合
　
６
日
１７
時
４５
分
群
馬
県
雨
沢
の

民
宿

（泊
）

行
程
　
７
日

・
民
宿
―
線
ヶ
滝
登
山
口

―
西
立
岩
―
経
塚
山
―
登
山
口

―
羽
根
沢
バ
ス
停

（解
散
）

費
用
　
７
千
５
百
円

（宿
泊
費
）

申
込
　
９
月
末
日
ま
で
に
氏
名
、
住
所
、

連
絡
先
を
明
記
し
て
往
復

ハ
ガ

キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
小
林
晃
宛

（〒

１
７
８
１
０
０
６
３
　
練
馬
区

東
大
泉
２
１
１
１
３５
１
３
０
２

□
０
３
１
３
９
２
３
１
７
８
１

４
）

＊
申
込
者
に
詳
細
案
内
を
送
り
ま
す
。
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